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第 147回まちなか Dialog×第 345回公開サロン 

≪2025年 7月 サロン in富山（通算 345回）報告≫ 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

部活動改革のゆくえをさぐる 

－富山県の高校部活動調査を中心に－ 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

【日 時】2025年 7月 19日（土）14：00～17：00（終了後は近隣で懇親会） 

【会 場】富山県民会館 601 号室（富山市新総曲輪 4-18）およびオンライン（Zoom） 

【テーマ】部活動改革のゆくえをさぐる－富山県の高校部活動調査を中心に 

【登壇者】 

橘 和徳（富山県高体連研究部・サッカー専門部・U-18フットサルリーグ／富山中部高校教諭） 

  「富山県の高校部活動の現状と課題－富山県高体連研究部による調査結果からみえるもの」 

 中塚義実（NPO法人サロン 2002理事長／元筑波大学附属高校教諭） 

  「高校の部活動で何ができるか－38年の定点観測からみえるもの」 

佐伯仁史（NPO 法人富山スポーツコミュニケーションズ理事長／富山県立高校教諭） ※進行役 

 

【参加者（9名）】◎は NPO会員、○は会員外のファミリー、無印はファミリー外 

＜対面（5名）＞ 

◎橘和徳（富山中部高校／NPO サロン 2002理事）、◎中塚義実（NPOサロン 2002理事長）、 

佐伯仁史（富山雄峰高校／NPO 富山スポーツコミュニケーションズ理事長）、 

石黒葉月（スポーツメンタルコーチ）、土田なお子（一社スポポカルチャーハピネス） 

＜オンライン（4名）＞ 

○内田光侶（PROUDERS合同会社）、◎嶋崎雅規（国際武道大学）、○長野いつき（音楽家）、 

◎宮城島清也（NPO 清水サッカー協会／庵原ＳＣ少年部） 

【懇親会からの参加者】○辰巳義和（FC.TON元代表） 

【報告書作成】橘和徳、中塚義実ほか 

【キーワード】部活動改革、地域移行、地域展開、高体連研究部、富山県、部活動調査、意識調査、

筑波大学附属高校蹴球部、チームとクラブ、DUOリーグ、ユースリーグ、橘和徳、中塚義実 
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はじめに 

佐伯：皆さんこんにちは。部活動改革について話をしようということで中塚さんと相談し、コーディ

ネーターを務めます。NPO法人富山スポーツコミュニケーションの佐伯と申します。 

ご案内にもありますように。いま中学校の部活動改革が進んでいます。それは遅かれ早かれ高校に

もやってきます。国や行政がやってくれるのを待つだけでなく、我々が当事者意識を持って考え、話

し合うことが大切です。情報交換が大事だということで今回の開催に至りました。 

はじめに富山県立富山中部高校の橘先生、次に元筑波大学附属高校の中塚先生にお話をいただき、

皆さんでいろんな意見を出し合えたらいいなと思っています。 

イントロということで一つだけ話をさせていただきます。橘先生にご発表いただく富山県の調査研

究ですが、その元となるような研究に2000年から2004年まで4年間取り組み、2004年度の福島県での全

国高体連研究大会で発表させていただきました。助言者である大学の先生や、司会の秋田県高体連理

事長から「部活動がクラブに移行するなんてあり得ないだろう」と怒られ気味にご講評いただいた記

憶があります。20年経ったいま、このような状況になっています。では20年後、30年後はどうあるべ

きかを考えないといけないと、個人的に思っていたところです。 

では中身に入りますが、その前に自己紹介を。まずは富山の会場参加者から。 

 

橘 ：富山県立富山中部高校の教員の橘と申します。本日はよろしくお願いします。富山県高体連で

副理事長という立場です。富山県高体連研究部委員長を務めて2年目になります。昨年度の全国高体連

研究大会で、富山県の部活動の現状調査の発表をさせていただいたので、その内容をもとに今日はお

話をさせていただきます。 

 

土田：（一社）スポポアカルチャーハピネスという団体で、スポーツ少年団やクラブ活動のサポートを

しています。中学校の部活動が2026年には地域に切り替わるということで、大変なことになる前に対

策を取らなきゃいけないということで動いています。 

 

石黒：もとは中学校の教員でしたが5年前に退職し、いまはスポーツメンタルコーチをしています。県

内の中学校や高校のチームにサポートに入らせていただいています。部活の費用が必要になってくる

ということで、業務委託でスポンサー獲得のための営業活動などもしております。 

 

中塚：NPO法人サロン2002理事長の中塚です。スポーツを通しての“ゆたかなくらしづくり”という

“志”を掲げて活動しています。2014年からNPO法人化しましたが、前身の研究会は1997年度からずっ

とやっていて、月例サロンは今回が通算345回目となります。時々地方に出かける通称「出張サロン」

を行い、全国各地の方々と意見交換しています。今日はこういう場を、佐伯さんと連携して設けるこ

とができ、とてもうれしく思います。しかし富山って、もうちょっと涼しいのかなと思ったら、とん

でもないですね。部屋の中は冷房が効いていますが、外は35度ぐらいでしょうか。皆さんと良い時間

が過ごせたらなと思います。 

全国にサロン2002の仲間がいて「サロンファミリー」と呼んでいます。サロンファミリーはオンラ

イン参加も受け入れています。ではオンライン参加のサロンファミリーの自己紹介を。 

 

嶋崎：国際武道大学の嶋崎と申します。千葉の勝浦から参加です。大学では主に運動部活動の研究を

進めていますが、10年前までは東京の帝京高校でラグビー部の顧問をしていました。そのころ全国高

体連研究部で中塚先生と一緒に活動させていただいておりました。今日は大学のオープンキャンパス
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業務中なので、自己紹介が終わったら一旦退出させていただき、また戻ってきます。 

 

長野：日本部活動学会で文化系部活動の立場で理事を務めます長野です。作曲を専門としています。

以前からサロン2002の話は部活動学会理事会で中塚先生からお聞きしていましたが、この機会にと思

って入会しました。本来は富山までお伺いしたかったのですが、残念ながら大阪の自宅からです。 

 

内田：内田と申します。東京都豊島区の千歳橋中学校の女子サッカー部を地域移行するために、いま

弊社が女子サッカークラブを豊島区で立ち上げようとしている段階です。富山での地域移行がどうな

っているのか、どのようにすべきかなどを学ばせていただければと思います。業務の合間に参加して

いますが、学ばせていただきたいと思います。 

 

宮城島：静岡市清水区から参加しています宮城島です。来月は「サロンin清水」を予定しています。

所属はNPO法人清水サッカー協会がメインで、プライベートでは地元の少年サッカーチームの代表をし

ています。本業は静岡市役所の職員で、サロン2002には2002年のワールドカップの頃から参加させて

いただいております。地域クラブに関してはもう30年ぐらい前からいろいろ勉強したり、あるいは実

際に活動したりしてきました。 
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Ⅰ．プレゼンテーション①：橘和徳 

富山県の高校部活動の現状と課題－富山県高体連研究部による調査結果からみえるもの 

 

１．問題意識と調査の概要 

「部活動を取り巻く環境の変化～部活動顧問、部活動生徒間の意識調査～」というテーマで、2024

年度全国高体連研究大会の第３分科会「部活動の活性化」で発表させていただきました。その内容を

そのままお話しさせていただきますので、よろしくお願い致します。 

この研究では、高校部活動を取り巻く環境がこの数年間でものすごく変化してきているところで、

どのようなことが起こっているのかということと、部活動顧問や生徒がどんな意識を持っているのか

ということを調査しました。 

富山県の人口は「昨年の10月時点で100万人を割り込んだ」というのが、大きなトピックになってい

ました。人口減少が加速しています。高等学校の現状をお話しすると、例えば令和５年度で全日制の

高校が44校、定時制が５校、通信制が２校、特別支援学校が15校で、合わせて2万5930人の高校生がい

ることになっていますが、ここ10年間、年2%程度の減少を続けています。30年前の平成５年と比較す

ると、約2万3000人減っているということなので、およそ半減している状態になっています。それに合

わせて高校再編も加速し、学級や学校が減少していくことが続き、教員の数も減っていくということ

で、働き方改革は待ったなしの状況となっています。今までの活動体制を維持できなくなってきてい

ます。これはどこの都道府県でも起きていることだろうと思っています。 

2024年11月の北日本新聞、富山のローカル紙の朝刊ですが、2038年度までに4割の高校を削減して、

県立高校を20校に再編する方針が県教育委員会から出されたというショッキングな記事がありまし

た。今後、学校がどうなっていくかというので、不安が募っているところです。 

その中で部活動はどんな感じかというと、スポーツエキスパートと呼ばれる方や部活動指導員と呼

ばれる方の派遣事業を増やして、学校の部活動の活性化を図っているところです。県教育委員会主導

の事業で、令和５年度にはスポーツエキスパートと部活動指導員が合わせて165名、令和６年度には

159名が配置されていました。どちらも県費での配置です。運動部活動生徒のスポーツニーズへの対

応、それからスポーツ専門性がないという先生方へのサポートにつながっているということになって

います。 

 

 

富山県内の中学校部活動の地域移行の現状としては、スポーツ庁による令和３年度の実践研究委託

自治体が96ありましたが、本県からは３市１町が先行実践を実施しており、令和５年度では15市町村
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のうち８市２町まで、今では15市町村すべてで進んでいるところまで来ています。 

今日の午前中も、中塚理事長と一緒に高岡市の中学校のサッカー部活動がクラブ化している現状を

見てきました。現場、現場の実情に応じて、そのような活動をされていることをリアルに感じてきた

ところです。 

ちょうど2022年11月の北日本新聞の朝刊でも、今朝見てきたところが新聞で取り上げられており、

いくつかの中学校の部活動が集まって１つのクラブになっているというような、部活動の地域移行が

富山県内では進んできている感じになっています。世間でも、特に子育て世代からは、自分の子ども

たちがどのようにスポーツに関わっていくかとか、あるいは放課後の過ごし方をどうしていけばいい

のかというところに不安や悩みを持っておられて、大きな関心事なのかなというところです。１つの

中学校だけでは部が成立しないところもたくさん出てきています。また、住んでいるところからクラ

ブチームに通わせるにもなかなか難しいこともあり、さまざまなこと、教育だったり部活動だったり

が変化していくことが求められているのだと思います。 

富山県高体連研究部では、そもそも部活動の活性化って何？ということを議論してきましたが、答

えは見つかりません。競技力が向上すれば活性化しているのか、部員数がたくさんいれば活性化して

いるのか、活動内容が充実すれば活性化しているのかなど、いろいろ話をしたのですが答えがわから

ないまま何をしようかと悩んでおりました。研究をどのように進めようかと思っていたときに、平成

13年に発表された「地域スポーツクラブ、部活動」というテーマの発表がありました。今回のコーデ

ィネーターの佐伯先生が研究部でなされた研究で、平成13年から18年まで行われたアンケート調査で

す。ちょうど20年ぐらい経ったところで同じ質問項目を使ってやってみると面白いことがあるんじゃ

ないかということで、進めることにしました。 

令和３年度調査では、県内の高校生の学校外クラブでの活動はどうなっているのかを調査しまし

た。令和３年度時点では、部活動の地域移行や地域展開というのがそこまで浸透していなかった時期

で、ここ３年で本当に進んできたと思いますが、様々な競技の高体連専門部委員長にアンケートを行

いました。「すでに実施されている地域部活動的なものはありますか？」とか、「今後の地域部活動的

な取り組み、アイデアはありますか？」といった記述式のアンケートです。専門委員長が記述式で答

えられた内容はそれぞれだったので、方向性や傾向があるかはわかりませんでした。 

令和４年には、実際にどれぐらい参加しているのかを数量的に調査する方向で進みました。例えば

バドミントンや柔道は、人が多いので、何かそういう活動をしている裏があるのではないかというこ

とが想像されました。合わせて、「クラブやスクールとして大会に参加していますか？」と聞いてみる

と、やはり何かの大会に出るため、例えば水泳やテニスのような競技では、インターハイは学校対抗

なので学校に所属しないと出られないのですが、普段は学校外のスクールでやっているような子がた

くさんいて、ほとんどそうなんじゃないかと思っていましたが、全回答の約42%にとどまり、約57%は

「いいえ」ということでした。技能の向上や楽しみのためなど、さまざまな目的で学校外クラブに参

加している高校生がいるのだろうというところまでは、このアンケートで見えてきました。 

そこで、これらの状況を踏まえ、令和５年にはどんなアンケート項目を作って調査研究をするかを

検討し、令和６年度にアンケート調査を実施しました。 

令和６年度のアンケート調査の進め方です。佐伯先生がされたときには紙ベースの質問紙調査だっ

たと思いますが、時代が経過しICT教育も進んだ状況で、Googleフォームが教員も生徒も馴染みのある

ような状況でしたので、より多くの回答数を集められるのではということで活用しました。教職員向

けと生徒向けのアンケートに分けて質問を作って調査しました。 

教職員向けは学校によって違いますが、学校内の「公務用電子掲示板」に投稿していただき、生徒

向けには、Microsoft TeamsやGoogleクラスルームのお知らせに投稿していただくように、各学校に依頼

しました。できるだけ投稿者や回答者の負担にはしたくなかったので、事前に県校長会の方に、高体

連会長や研究部部長から、高体連加盟校の校長に説明をして同意を得るようにしました。 
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実施期間については昨年の6～7月の1ヵ月で行うことになりました。回答は部活動加入者、運動部顧

問だけからではなく、文化部活動加入者や文化部活動顧問、部活動未加入であるとか、部活顧問をし

ていないという方にも回答してもらうようにしました。回答数が教職員から686人、生徒からは１万人

近くの回答を得ることができました。それなりに回答結果に妥当性のあるような調査になったかなと

思います。その後、アンケート調査の結果を検討しました。Googleフォームだと簡単に割合の検討が

できるので、そういうものを見たり、クロス集計を行ったりしました。また、佐伯先生がされたアン

ケートの研究データと今回のデータを比較してみることで、部活動を取り巻く環境が変わってきてい

るのではないかとか、そういうものが見えるのではないかなと思って見てみました。   

 

 

２．調査結果と考察 

１）教職員対象調査 

では、アンケート調査結果を見てみます。教職員の回答結果です。回答者の属性は年齢、性別、担

当教科を見てみました。年齢は、20代から60代まで満遍なく回答がありました。性別に関しても、割

合だけ見ると男性の方が多いのですが、富山県の高校教職員の男女比がだいたいこんなものだと思う

ので、それと比しても大差はないという結果でした。次に担当教科を見てみると、さまざまな教科か

ら回答を得ました。保健体育の先生からはたくさん回答をいただきましたが、国語や数学、英語、音

楽、あとは職業科先生や特別支援の先生からもたくさん回答をいただきました。大変ありがたい調査

になったと思っています。 

次に部活動とのかかわりについて見てみると、運動部顧問の回答が500人ぐらいで、文化部顧問が

165人、部活動顧問をしてない方からも回答がありました。教頭先生などの管理職の先生からも回答し

ていただけたので、こういう形になりました。 

「部活動顧問にどうしてなったのですか？」という質問に対しては、圧倒的に「学校で割り振られ

たから」という、前向きじゃないような回答が多かったです。その次に多かったのが、「種目の経験者

だから」ということなので、割り振られつつも、それは経験者だから割り振られているという方がた

またまいるという状況で部活動が支えられていると、改めて見て取ることができました。部活動顧問

がその運動種目などの経験者であることはたまたまであり、不確実性が高いなと改めて感じました。 

「日本スポーツ協会の公認指導者資格を知っていますか？」という質問には、半数以上の方が「知

らない」という回答でした。安全・安心に、指導力を持って指導していくことを担保するために指導

者資格はあると思いますが、部活動の先生方はそのようなことは関係ありません。「役割としての顧問

なだけだから」という感じで「必要ない」、そもそも「知らない」方が半分以上いるという状況に驚き

ました。この辺がもしかしたら「部活動の活性化」につながるポイントになるのかと見えました。 

公認指導者資格を保持している方となると、知っている方からさらに少なくなり、約14%という結果
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でした。「今後、取得や更新をしたいですか？」という質問に対する回答は、約21%まで増えていまし

た。その回答を年齢とのクロス集計で見てみると、若手教員の方が「取得してみたい」という回答が

ありましたので、今後は若手教員の奮闘に期待というか、ぜひ仲間を増やしていきたいと私自身は思

っているところです。 

「あなたの顧問している部には教職員以外の外部指導者の方（スポーツエスパートや部活動指導

員、部独自の指導員など）はいますか？」という質問には、202件が「いる」と回答されました。これ

は令和６年度のスポーツエキスパートと部活動指導員の配置数よりも上回っています。地域において

部活動を支援する指導者が、公式の方以外にもいるのだろうという想像ができました。 

それから、「外部指導者の方は日ス協の公認スポーツ指導者資格を保持していますか？」という質問

には、仮説として「ほとんどが持っている」と思って質問したのですが、「持っている」という回答は

約22%にとどまりました。文化部の指導員もいらっしゃるとは思いますが、理論と実践力を身につけた

地域スポーツ指導者が富山でもっと増えていくことが、部活動の活性化のポイントとなるかと思いま

した。 

次に、「部活動の指導は、部活動指導員等の外部指導者に依頼する方が良いと思いますか？」という

質問をしました。昨今の部活動地域移行の情勢を見てみると、90%ぐらい「依頼する方が良い」「私た

ちは部活動指導から手を離したい」と思われる方が多いのかな、と思って質問したのですが、意外に

も「依頼した方がよい」の回答は約50%にとどまりました。「依頼しなくてもよい」が多いのかと思っ

たら、5%でした。「どちらとも言えない」という回答が逆に半分ぐらいでした。なぜ「どちらとも言え

ない」のかについての記述を見てみると、「慎重に進めていくべき」という言葉でまとめられると考え

ました。「新しく外部の指導者が入ると、また余計ないざこざができるんじゃないか」とか、「その方

との指導の方針のすり合わせをする時間を、また新たに作らなきゃいけないんじゃないか」とか、心

配されることがたくさんある、ということが見えてきました。できるだけ時間をかけたくないという

こともあると思います。それが心配で預けられないということもあると思います。先ほどの指導者資

格のことなども関係してくるかと思いました。 

次に、「平日の部活動の長さや休日の部活動の長さは、今のままでよいか。長くしたいか、短くした

いか」については、「現状でよい」という回答が一番多くなりました。平日に比べれば、休日の部活動

について時間は「もっと短くしたい」と回答する教職員が増加している、と見ることができました。

当然、働き方改革の中では、休日の部活動の時間はどうにかコントロールしたいと思うところが見え

ました。 

「部活を指導していて、大変なことは何ですか？」については、教員としての業務との両立、他の

業務を圧迫していると感じている教員が多いということでした。 

「部活動指導がなかったら、その空いた時間はどうしたいか」は、教材研究や校務分掌といった、

教員本来の業務という回答が多数ありました。富山の先生たちは真面目だなあと思います。日曜日や

土曜日にもそういう仕事をしたいという回答が多くありました。そもそも平日でも間に合ってないの

だという回答がありました。当然、趣味とか家事育児というようなこともたくさんあり、家庭生活の

充実も合わせて図りたいという切実な思いがあるのだということが見て取れました。 

ここでまた新たなクエスチョンが出てきます。部活動指導への魅力を感じて教員を目指す人は、大

学生においては増えているのか減っているのか。私が大学生の頃は、体育大学の学生はみな、部活動

顧問になりたくて教員を目指す人が多かった印象があります。「部活動で自分のやってきたスポーツを

指導したいという学生さんは減っているのか」は、いずれ調べてみたいと思ったところです。 
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２）生徒対象調査 

続いて生徒のアンケート結果のまとめです。生徒は高校１年生から３年生まで、それぞれ30%台だっ

たので回答者の偏りはなかったと言えます。男子、女子が半分ずつぐらいでした。 

次に、部活動とのかかわりについての属性を聞きました。「高校入学前からずっと同じ部に所属して

いる」「入学した時からずっと同じ部に所属している」などの選択肢を作りました。それらの中でも

「部活動加入をしている生徒」を合わせると84.1%になったので、富山県の高校における生徒の部活動

への加入率はすごく高い印象ですが、他の都道府県の状況も知ることができたらよいなと思います。

部活動へのニーズはいまだなお高いものがあるという気はしています。 

途中でやめた子に関して聞いてみました。総回答者の１割ほど（約1,000名）いたので、その生徒た

ちが「途中でなぜやめたのか」は、6～7月という調査時期が高校総体の県大会が終わった後だったの

で、いわゆる「引退」というのを理由に書いていました。１年生でやめた子は、学業が生活の負担に

なっているのは70件、２年生になるとさらに負担になって181件、３年生だと342件で、当然「受験が

近づいてくる」という傾向が見られました。学業との両立に悩んでいると言っていいと思います。 

「所属していない理由は？」と聞いたところ、「放課後や休日に活動するのが大変だから」、「学業を

優先したいと思ったから」というのがたくさんありました。さらに「部活動をしていて大変なことは

何ですか」という質問には、「学業との両立や活動時間が長い」、「他の部員との人間関係」が多く、こ

こでも「学業と部活動の両立に悩む」生徒が多いという結果になりました。このあたりにも部活動の

活性化のキーワーポイントがあるのではと見ています。 

地域スポーツクラブについても質問しました。地域スポーツクラブの定義は、学校外でスポーツを

する場所とし、学校施設を使ってもいいのですが学校の部活動とは違うところですという説明を簡単

にした上で選んでもらいました。「地域スポーツクラブはどんなクラブなら入りたいか」という質問に

は、「学校の友達と一緒に参加できる」という回答が、9,800件中6,000件ほど、60%以上がこのように回

答しました。地域スポーツクラブに行って学校外の人と関わりたいというよりも、学校の仲間たちと

一緒に活動ができるということが大事な要素なのだろうということが、この結果から想像できます。 

生徒のアンケートのまとめとしては、学業と部活動の両立というところに、うまくやれるような方

策がないかなということ。学校の仲間との関わりを求めているということ。地域移行と言っています

が、部活動の形を変えなくても、こういうことが部活動を大切にしていけるヒントなのかなと思って

います。 
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３）生徒と教職員の比較 

次に、生徒と教職員で、同じ項目で聞いたところがありますので、それらを比較してみました。 

「高校生にとって今後、地域スポーツクラブは必要だと思いますか？」という質問に対して「必要

だと思う」の回答は、教職員では約62%となり、地域移行の考えが、少しずつ浸透しているのがうかが

えました。生徒の回答では、「必要だと思う」は約36%となり、教職員に比べると必要感を感じていな

い回答が多くなりました。 

 

次に、「高校生にとってスポーツする環境は整っていると思いますか」。この項目は、佐伯先生が約
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20年前にされたアンケート調査と同じ文言で聞いてみたのですが、令和６年の段階で教職員は、高校

生のスポーツ環境をよりよくしたいという意識があるからか、「整っていると思わない」という回答が

多いのですが、高校生はスポーツをする環境は整っていると回答した割合が８割弱までいるので、ス

ポーツをする環境についてはそれほど困っていないという感じでした。今の状態を続けられたらいい

なぐらいだと思います。スポーツとは競技スポーツなのかエンジョイスポーツなのかわかりません

が、今あるものをうまく活用していけるような方策があればいいと思いました。 

「学校部活動は地域スポーツクラブなどの社会体育に移行していくべきだと思いますか？」という

質問も、佐伯先生の研究と同じ項目ですが、教職員と生徒にはかなりギャップがあることが見て取れ

ました。生徒は「部活動でいいや」というか、「部活動がいいや」という意識が多いと思います。部活

の状況にそれほど不満を持っているわけではないという感じですね。「地域スポーツクラブが必要だと

思われる理由は何ですか」と教職員に聞いたところ、自らの専門性と教員としての職務としての部活

動の限界があるとか、専門性の高いコーチングを受けられるんじゃないか、というところで、遠慮し

たところや、しんどいなと思っている方が結構おられる感じでした。比較してみると、部活動の制度

的・業務的な限界を、教職員側は感じている人が多く、高校生のうちにより多くの方と関わることで

社会性を身につけてほしいという教職員の願いもある。高校生のスポーツ環境は「充実している」と

生徒自身は思っているが、教職員はよりよくした方がよいという思いがある。社会体育に移行するこ

とについては、そのことを考える生徒は少ないというところで、部活動への不満もそれほど大きくな

い。むしろ部活動への魅力を感じている生徒がほとんどであるというのが、調査から見えました。 

 

４）20年前の先行研究との比較 

先行研究としての佐伯先生のアンケートとの比較をしてみました。 

「地域スポーツクラブは必要だと思いますか？」というアンケートについて、令和６年と平成12年

で、割合は見た通りそんなに変わらなかったというのが実情でした。 

 

「資格や能力がある教職員は、スポーツクラブで子どもたちを支援していくべきか？」という質問

について、割合ではあまり差が出なかったと見えますが、「思わない」と答えた方に対して「どうして

ですか？」とお聞きした回答の中には、「教員としての本務に影響のない範囲でやってほしい」や、

「学校業務に影響を及ぼしている学校外の活動をというのは、私たちの仕事も増えるしやめてほし

い」という捉え方をされている方もいるという感じでした。20年前の学校の業務状況とは異なる中

で、地域でのスポーツ指導などの活動で他の教員の業務にしわ寄せがくるようなことはやめてほしい

という意見を持つ方は結構いるという感じでした。 
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「スポーツをする生徒は、どんな指導者に教わるべきだと思いますか？」という質問では、選択肢

を10個ほどあげていたのですが、教職員の上位５項目は、順番の違いはあれ、H12年とR６年は同じも

のが上がってきていました。特に「専門性・指導者資格を持った人」がいいのではというところがあ

ります。教職員の意識には、「資格を持ってない教員」だと指導するのはよくないという考えがあるの

だと思います。しかし生徒からは「楽しさを教えてくれる人」とか「プロコーチ」というようなニー

ズがあるという結果になりました。「専門的指導」を望む生徒も当然いますが、「楽しさ」を求める生

徒が多いのが現状でした。 

 

５）まとめ 

総まとめになります。「部活動を活性化」するために、ということを導き出すのは難しいのですが、

「人間性の成長を図る場にしてほしい」と思っている「教職員」と、「学校の仲間との時間を有意義に

過ごしたい」、それを「続けられる環境をつくってほしい」という「生徒」の思いがすり合っていくこ

とが大事かなということで、思いをマッチングさせる取り組みを、先生方も生徒たちもやっていける

ようになっていけばいいと考えました。 

 

そのためには意識のギャップというところで、「週休日等の部活動のあり方」は、先生から一方的に

スケジュールや活動内容を「これだ」と決めてやっていくのではなく、これまでも当たり前にされて

いた方もたくさんいらっしゃると思いますが、生徒と話し合いながら、「強くなるためにはこうじゃな

きゃダメだ」ではなくて、「こういうふうにやりたい」という生徒の思いを尊重していくことも大事か

なと感じました。 

さらに、「大会のカレンダーの再検討」や「参加大会の精選」は、「部活動ガイドライン」でもあげ
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られているですが、大事だなと思います。 

それから、生徒のニーズに応じた新しい部活動の形ということで、「学業と部活動の両立」に対し

て、不安を取り除く方法はないかとか、「学校の仲間と深く関わり合える」ような活動にしていくとい

うことも大事かなということです。 

さらには競技力の向上も含めて考えると、「指導力の向上」や「スポーツエキスパート、部活動指導

員」がより充実した配置になっていくこと。先生方にも生徒にもメリットがあるような人材を活用し

たり、育成することもしていくといいのかなということが見えました。 

 私からの発表は以上です。ありがとうございました。 

 

＜ディスカッション①＞ 

佐伯：いまの発表について、聞いてみたいことやご意見がありましたら、オンラインの方も含めて言

っていただけたらと思いますがいかがでしょうか。 

 

中塚：最後のところで出てきた「楽しさを教えてくれる人」というのは、どういうことを求めている

のでしょう。生徒たちは「楽しさ」という言葉をいろんなところで使うのだと思いますが。調査の分

析で何か見えてきたことがあれば教えてほしいんですが。 

 

土田：その関連です。私は柔道を教えているのですが、ある先生が一人の生徒を集中的に教えるんで

す。周りの生徒からすれば、その子に強くなってほしいから先生たちは一所懸命その子に対して教え

てるんだろうけれども、周りの生徒たちは一歩引いた目で見てるんです。あの子ばかりとかひいき目

で見ているとか。子どもたちには、先生たちはこんな考えがあるんだよと伝えても、雰囲気がすでに

楽しくないっていうのと、集中していろいろ指導されるその子自身が全然楽しくないって言うんで

す。なんで私ばっかりこうなるのかって。教えてもらえるのはうれしい、強くなってほしい、期待も

込めて教えてるんだろうけれど、周りの目が気になって全然身にならないし、楽しく思えないという

ことを聞いたことがあります。実際に私も見ていました。 

1人に執着するのではなく、みんなで段階を踏んで、じゃあ次はあなたね、みたいな感じで教えてく

れればいいんです。指導者の教えてあげたい気持ちもわかるのですが、指導者の圧が、生徒たちの温

度差につながる。熱量が違うので、子どもたちも身に入らないので楽しくないと…。 

 

佐伯：「楽しさ」ということに少し絞って意見交換しましょう。 

 

橘 ：アンケート調査では、それ以上の分析はしていません。楽しさをどう捉えるかは、回答した人

によるのだろうと思っています。FunなのかInterestなのか、それぞれで感じていることがあると思い

ます。楽しくない、きついだけの活動は嫌だなと思っている子が多いのかなとは感じました。日常的

に楽しくない経験をどこかでしているから、楽しさということが出てくるのかもしれません。何とな

く楽しくない場面っていくつか出てくると思います。 

 

佐伯：土田さんが言いたいのは、公平な機会を保証するべきだということでしょう。公平さが、楽し

さの背景にはあり、偏りがあったら面白くないということだと思います。 

石黒さん、メンタルコーチの立場からどうでしょう。 

 

石黒：選手が感じる「楽しさ」って何だろうと考えていました。まず競技がうまくなる楽しさが最初

にあるかと思います。その先に、このチームでやる楽しさ、このチームで達成していく楽しさがある



  特定非営利活動法人サロン 2002 

                                        2025 年 7 月 サロン in 富山報告 

13 
 

のではないでしょうか。先ほどのアンケートでも「同じ学校の仲間との関わり」というのがありまし

たが、本当にそうだなと、現場を見ていて思います。ただ、関わりのようすを現場で見ていて思うの

は、選手同士でもコミュニケーションが取りにくいとか、指導者と生徒のコミュニケーションをどう

取ったらいいのか、相手を理解するとか気持ちを伝えるとか、そういったところの難しさを感じてい

る選手が結構いるなと思います。互いの関係性をつくっていけると、チームで勝っていく、達成して

いく楽しさを選手が感じるんじゃないでしょうか。 

 

中塚：今日の午前中、橘さんと一緒に高岡市内の中学校の校庭でサッカーをやっているところをみて

きました。個々の中学ではサッカー部が成り立たないので、高岡市立中学のサッカー部をなくし、そ

の代わりにいくつかの中学が合同で「タカオカシティFC」という組織で活動しているところでした。 

指導者との話の中で、楽しくないからやめた子の話がありました。タカオカシティじゃない別のク

ラブの話です。試合があるけれど、いつも同じ子ばかりが出る。練習はやっているし試合会場には行

くけど試合に出られないから楽しくない。だからやめるという話でした。 

ある特定の人にだけ指導が及ぶ偏ったトレーニングと同じように、せっかく練習をやっているの

に、一番おもしろいはずのゲームの機会が奪われているのは楽しさを阻害しますよね。いまの話は中

学の話ですけど、高校でもあるかもしれません。誰もが等しく、とまでは言いませんが、やった分に

応じたぐらいはゲームの機会が与えられるのは必須だろうと思います。楽しさの前提として。 

そもそもスポーツとは何かと言えば、ゲームのことです。そのようなことを感じました。 

 

長野：そのことに関してですけれども、例えば「楽しさ」を求めると回答した人の割合が学年ごとに

変わったりすることはありますか。1年生はゲームの機会がなくて楽しさにつながらないとか。そうい

う回答があるのかなと思いました。 

 

橘 ：学年ごとのクロス集計はかけませんでした。データをもう少し詳しく見れば出てくるかもしれ

ません。昔からの伝統で、3年生が試合に出て1年生は球拾いというのが、もしかしたらいまだにある

かもしれませんが、富山県の状況をみると、逆にどんどん出ざるを得ないぐらいになっているチーム

の方が多く、「出たくない」とまで言っちゃう子を目にすることが僕は多いですね。 

 

宮城島：私は清水東高校サッカー部OBなのですが、私が現役の時はだいたい部員が50人行かないぐら

いの規模で、トップチームだけが試合をするような状態でした。いま部員は120～130人ぐらいいて、

何チームかで構成されています。サッカー界では全国規模のプレミアリーグからいくつもカテゴリー

があって、県リーグにも3～4チームが参加している感じです。試合に出られる子が増えている状況に

あると思います。 

学校単位の部活動の一つの問題として、トップを目指す子たちと、FUNスポーツでいいよという子た

ちが、学校という単位で一つの部活にいなきゃならんというところが問題なのかなと思います。それ

ぞれの志向に合わせてスポーツができるのがいいと思いますけど、どうしても学校の部活動だと、こ

の学校は上を目指す部活になっている、この学校はFUNスポーツにとどまる活動になっていると。だか

ら、FUNスポーツにとどまる学校に所属している生徒は上を目指せないとなるわけですね。それぞれが

不幸になるので、そのあたりを解消するためにも地域クラブへの移行はいいのかなと個人的には思っ

ています。 

 

佐伯：僕も富山県で初めて高校生のサッカークラブを、部活動と両方やりながら作った経験がありま

す。富山県U-18サッカーリーグが発足した年ですから2004年ですね。僕が部活をやっていた学校に

は、少しでも上を目指したい子がいました。クラブに来るような子は、富山第一高校で部員が多すぎ
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て入部しても相手にされない、富山中部高校のような進学校にいる、学校で顧問の先生や担任の先生

と合わない、学校に行くのがいやだという子など、いろんな子が集まっていました。初心者から上手

な子までいろいろ混ざるんです。高校生になると所属欲求みたいな、中学生とは欲求の満たし方が違

っていて、うまい下手よりもわいわいできる、大人で言うと異業種交流ですかね。異質な人間の集ま

りに価値を見いだす子が多くて。東大を目指す進学校の子が、全く勉強しないどこかの学校の子と一

緒に試合に出たり寝食をともにしたり、合宿したり遠征したりしています。進学校の子は「お前勉強

しなきゃダメだよ」って勉強の仕方を教えているし、勉強嫌いな子は、勉強ばかりしてる子に「お前

勉強ばかりしているとろくでもない社会人になるぞ」って。バスの中とか、飯食べてるところとかで

もいい感じのコミュニティができていました。同質の学校ではとても経験できない。だからこそゲー

ムでは一つにまとまっていました。部活動で見ている合宿の様子と、クラブでやっていた合宿の様子

をみると、社会性がすごく高いのはクラブの方だったなと思います。 

環境を変えるのもありですけど、もともとその子が選んでいくところが一番楽しいんだろうなと思

うんです。レベルで分けるよりも、本人がチョイスできるゾーンがいくつあるか。選択肢が多ければ

多いほど楽しみやすいのかな。嫌ならやめればいい。やめることに関しても、学校の場合、やめたら

学校に居づらくなるといった負の連鎖が出てきます。やめたければやめればいい。次にまたどこかに

所属する機会を設けられたらいいんだろうなということを、クラブ運営して思いました。 

 

中塚：学校も地域クラブも同じだろうと思うけど、子どもの側に「選択する力があるかどうか」とい

うところにかかってくるような気がしますね。あまりものを考えないで、自分がいる環境に流されて

いる子がすごく多い。近年ますますそういう子が増えてきた気がしています。高校生ぐらいになった

ら、自分のことはちゃんと自分で考えろと思うんだけど。進路選択も含め。 

その前段のところで、どのように自分の好きなことに関わっていくのかということですね。選択肢

がたくさん用意されたときに、それをちゃんと選択できるのか。そういう力を中学生、小学生の間に

身につけられているのだろうかということを、もう一方で考えます。 

 

佐伯：高校のクラブは必要だと私が思うのは、こんな例がありました。開業医の整形外科医の子ども

で、小さいころからお父さんの後を継ぐようにと言われ、ずっと勉強もしながら小・中とサッカーを

していた子です。サッカーも上手で、中学3年生の時にはクラブにいたけど、サッカーの強豪高校から

推薦の話が来てるけど行かないかというのが中学校の進路指導で入ってきました。クラブ側も、自分

のクラブを有名にしてほしいので行ってほしい。するとその子は、医者になる夢を諦めるか、サッカ

ーを取るかという選択に迫られます。仮にサッカーを選択したあとで大怪我した場合、選手生命的に

ダメだし試合にはトップチームで出られなくなる。授業料免除や遠征費もかからないという条件で推

薦で入ったのに、保護者も本人もその学校にはいられなくなって退学。いま私は定時制・通信制の学

校に勤めていますけど、スポーツ推薦でダメになった子が編入してくるのがよくあり、相談をたくさ

ん受けるんです。高校生のクラブがあれば、医者を目指す勉強したければ進学校に行けばいいし、大

工になりたかったら工業高校行けばいいし、次のキャリアをちゃんと考えながらサッカーができるよ

うになる。クラブはクラブで、自分のやりたいスポーツはそこへ行けばできるとなると両方輝けるし

いいんじゃないかと思うんです。 

スポーツ同士の選択じゃなくて、人生の選択も、クラブがあると選びやすいんじゃないかと思いま

す。その場で自分で選んでいくしかないんですけど、機会を与えることにはなるなと。 

親子揃っての進路相談で、このまま有名な高校へ行ってサッカーしてていいんでしょうか、自分の

やりたい夢も捨てなきゃいけなくなる結果になったらどうしようかみたいな。それはスポーツの楽し

さとは相反するのかなと思います。 

中学校の部活の地域移行がうまくいけばいくほど、では高校はどうなのということをよく考えてい
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く必要があると思います。 

中学生のそういう相談はないですか。何とか第一高校に行けって言われて悩んでる、本当は中部高

校へ行きたいのに、とか。 

 

橘 ：中学生が、サッカーの強豪校に行くか進学校にするかで悩んでいるというのをよく聞きます。

本当は進学校に行きたいのにとか。ですが、どちらかというと、もう自分で選べる力がある選手が両

立しているかなと思います。そういう選手は自分でしっかり選べています。その例で言うと、先ほど

おっしゃった、お医者さんの道を捨てないでやっている生徒が、富山中部高校の卒業生で、いま筑波

大学蹴球部にいる小川遼也君という3年生の学生です。彼はお父さんもお母さんもお医者さんで、おじ

いちゃんもお医者さんで、医学部に行くことも考えていました。本校の生徒だったのですがカターレ

富山のユースに所属していました。その彼が筑波大学の体育専門学群に入学します。彼の目標はプロ

サッカー選手になることです。その後、キャリアチェンジをして医学部に行き、お医者さんになると

いうキャリアプランができています。だから彼の場合、進路指導としてはためらいなく「体育に進み

なさい」という感じで、後押しは簡単にできました。アメリカだと、プロスポーツ選手がセカンドキ

ャリアとして医者や弁護士を目指すことがこれまでもあったということですが、そういうことを日本

でも進めていくことができるのなら、よりいいだろうなと思います。いまの高校生を見ていても、ス

ポーツをする子はスポーツをする大学へという進路選択だけで、人生すべてのキャリアが終わってい

きそうな感じがするので、制度的なところも含め、高校現場ではそれを指導していけるような体制が

整えられたらいいと思います。何をしていけばいいかなというのは、ちょっと思いつかないので、や

れることをやっていこうという感じですね。 

 

宮城島：似たたような事例として、静岡に昨年、NPBのファームリーグ、二軍のリーグ戦に参入した

「はやて」というチームがあります。そこは一軍は持っていませんけど、プロチームなんです。そこ

に竹内選手という選手がいるんですが、彼は実際に医者の免許を取りました。取りながらプレーを続

け、最後のチャンスだということでプロにもチャレンジしたいということで、いまがんばってピッチ

ャーやってます。優れた選手は、そうやって自分の人生を並行して考えながら、うまくチャレンジで

きると思います。 

難しいなと思うのは、どうしても日本では一つの物事に打ち込むことに美徳を感じているところで

す。スポーツ漫画を見ていても、最近ちょっと変わってきていますが、いわゆるスポーツバカ、サッ

カーバカみたいな生き方が尊重されるところがあるようです。本来、この子にそれを強いていいのか

なというようなときに、周りからそこを強いられて、その子がしっかりとした選択ができていないん

じゃないかということが見られるなあと思っています。 

このあたりについて、実際に高校の現場で見ていて先生方がどう思われるのか、ちょっと聞いてみ

たいなと思うんですが、いかがでしょうか。 

 

佐伯：定時制通信制高校にいるんですけど、全日制と違うのは、全国大会が種目ごとに違う日に開催

されるんです。夏に定時制のインターハイがありますが、お盆に陸上があって7月にはバスケが、野球

はお盆の前というように8～9種目、自転車も含めて開催日程がずれています。県予選の仕方さえ工夫

すれば、すべての種目に出られるんです。実際、陸上とバドミントン、陸上と剣道のように、2～3種

目に出る子がいます。全日制でも冬のインターハイと夏のインターハイは違うと思いますけど、高校

の県予選がすべての種目を同じ日に開催するので複数種目には出られない。全国大会も、自治体の予

算もあるだろうし開催費用もあると思うので難しいのでしょうけど、同じ日に全種目一回でやってし

まう。だからいろいろやってみようという気にすらならない。ある程度高度化すると、シーズン制に

するなど、せめて冬の種目と屋内の種目と屋外の種目は分けて予選をし、最終的にみんなが集まって



  特定非営利活動法人サロン 2002 

                                        2025 年 7 月 サロン in 富山報告 

16 
 

やる大会も工夫してずらしていけば、地域の協会や連盟、総合型クラブとうまく連携して意識づけで

きるのではないかと思います。小学校のころは卓球と野球やっていた。よく見たらどっちにも出られ

そうだ。先生に頼んでみようみたいなことが起こるといいかなと思います。 

定時制はそれできるので参考になる話かなと思いました。 

 

中塚：その話と重なるところもあるので、後半の話に移りましょう。 

 

佐伯：そうですね。発表の方に移って、最後にまたフリートークできればと思います。 

 

宮城島：一つ教えてください。先ほど部活と地域クラブということで、アンケートの中では退部した

理由の中に「それ以外の社会活動」が項目に含まれています。私はいま本業の方で、高校生向けのア

ントレプレナーシップ講座を担当しています。1ヶ月とか半年とかのプログラムに参加していただくよ

うなものを行政主催でやっています。地域のボランティア活動のようなことをやったりするのはこの

アンケートの選択肢にはないわけですけど、それは地域クラブ活動として扱われているのかどうなの

かを教えてください。 

 

橘 ：調べることはできていません。部活動に参加していない子たちが何をしているのかははっきり

とは見えていないので、そこは研究を深めるポイントかなと、いまお聞きして思ったところです。富

山の高校生たちは真面目なので、あまり学校外の活動に積極的じゃないというのが正直なところだと

思います。真面目と言えばいいのか、目が向かないというか。そんなことをする暇あったら勉強しろ

ぐらいが実情なんじゃないかなと、私の見えている範囲では思います。 

 

中塚：一つ補足です。同じ学校に38年間もいて定点観測を続けてきました。2006年ごろから国際交流

が盛んになってきたことがいまの話と関係するかもしれません。部活動に一所懸命取り組むようなパ

ワーのある生徒の中には、いろんなことに興味・関心を持って意欲的に取り組む者もいます。国際交

流プログラムに応募して事前研修や交流プログラム、事後報告など、けっこうなエネルギーを注ぎま

す。学外機関との交流もあり、宮城島さんが紹介されたアンドレプレナーシップに近いものがあるか

もしれません。一つの学校の中での話ですけど、部活動とは異なるこのような活動がはじまり、そち

らに力を注ぐ生徒が出てきた。一日は24時間なので、全部捧げるわけにはいかなくなります。そうい

うことがあった先にコロナの4～5年があり、学校の部活動はじめ、いろんな活動の求心力が低下して

いるのを感じます。勉強は塾でという傾向もその一つですね。東京都内の他校の先生と話しても近い

ものがあります。部活への加入率の低下はいろんなところで出ています。 

 

佐伯：ありがとうございます。では次に中塚先生の方から第2弾の発表をお願いしたいと思います。 
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Ⅱ．プレゼンテーション②：中塚義実 

高校の部活動で何ができるか－38年の定点観測からみえるもの 

 

3月いっぱいで筑波大学附属高校の教師生活を終えました。そのタイミングで朝日新聞夕刊に取り上

げてもらった記事があります。「“部活改革”原点は高校時代のあの言葉」「楽しむサッカーやりたいん

です」という見出しです。先ほどの議論で出てきた「楽しさ」ということですね。 

私自身はプレーヤーとして中・高・大・院、その後は教員として38年間、同じ学校で部活動を見続

けてきました。結果的にいくつかの“部活改革”につながりましたが、あくまでも目の前で起きてい

ることに対処した結果です。せっかくの機会なので少し整理して話をさせていただきます。「高校部活

動で何ができるか－38年の定点観測から」というお題にしました。 

今日はこのようなことを話します。最後のディスカ

ッションにつなげていきたいと思います。 

去年2月23日に、筑波大学附属高校蹴球部は創部100

周年の行事を行いました。戦前で言うと東京高等師範

学校附属中学です。嘉納治五郎が校長を務めた東京高

師の卒業生が全国の師範学校・旧制中学校に赴任し

て、今の学校教育のベースとなる、日々の授業やホー

ムルーム、学校行事や委員会、部活動をやってきまし

た。お膝元の旧制附属中学では全国のモデルとなるよ

うな教育が為されます。全人教育ですね。 

サッカーも東京高師とともに附属中が「もう一つの

ルーツ校」と言える学校です。100周年記念式典には文京区長も、筑波大学の学長も来られました。令

和5年の文化功労賞を受賞された阿形清和さんもいらっしゃいました。附属蹴球部OBの研究者ですが、

行った先の研究所でサッカー部を作り、アクティブに活動されています。附属の卒業生は昔から、行

った先々でサッカー部を作ります。「部活」というのも変だけど、研究所でサッカーやりたい仲間を集

めてチームを作るんです。筑波大の学長も別の研究所でサッカーチームを作って活動していたサッカ

ーでのライバルです。だから百周年にも来てくれたということです。 

やりたい人が集まってはじめる。これが部活動の原型です。 

まずは部活動って何だろうということで、少し歴史のおさらいをしておきたいと思います。 

 

１．部活動は… 

１）「遊び」からはじまった 

筑波大学附属高校の今年度の卒業生は

133回生です。100年少し前の30回生の手

記があります。男子校だった戦前の高師

附中の昼休みの様子です。「全生徒の推定

70%が（グラウンド）全面に散らばっ

て」ゴムまりのベースボールの間で何組

もがサッカーをやって遊んでいる様子で

す。「特にフットボールの好きなものは、

放課後にもボールを蹴る練習をやってい

た」。これが約100年前の蹴球部のはじま

りです。 
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卒業後も、行った先々でサッカーを

する場をつくってきたのは先ほど言っ

た通りです。おそらく部活の始まりと

はこういうものなのでしょう。やりた

い人がやりたい／続けたいから始める

のです。組織的にちゃんと遊ぶ仕組み

が部活動です。 

いろんな大人が見守るってくれるの

ですが「大人の過剰進出には要注意」

ですね。先ほど柔道の話がありました

が、善意から指導してくれるのかもし

れないけど、本人がそれを本当に求め

ているのかはわかりません。大会に関

しても、勝ちたがっているのは指導者

の方で、本人たちはそこまでこだわっ

ていないかもしれない。 

持続可能な部活動を考えたとき、やりたい人がやるということ、見守る大人は学校の先生だけでは

ダメということは目に見えています。そして「自分のことは自分で、生徒自身がささえる部活動」を

学力に関係なく目指していくべきだし、それが本来のすがたなのだろうと思います。 

 

２）戦後、部活動は拡大した 

部活動は戦後、拡大の一途をたど

り続けます。早稲田大学の中澤篤史

先生が2018年1月の全国高体連研究大

会の全体会で講演された内容を引用

しながら紹介します。 

部活動は戦前から、やりたい人が

やりたいようにやってきたのです

が、戦後の教育改革においては自由

と自治のシンボルとして、GHQはじ

め教育改革の担い手から奨励されま

す。民主主義のシンボルと位置付け

られたのです。 

そこから1964年の東京オリンピッ

クへ向けては、競技力を高める選手中心の考え方で展開していきますが、東京オリンピック以降、よ

り大衆化へ向かいます。部活動というよいものをみんなのものにしていこうという平等主義です。部

活動の必修化、あるいは必修科目としてのクラブ活動が学習指導要領に入ってきて、部活動的なもの

が拡大していくのもこの時期です。 

そして1970年代から80年代、ちょうど私自身の中学・高校時代と重なりますが、全国各地で学校が

荒れていた時代です。大阪出身の私のまわりの学校も荒れていました。そしてそういうところでは非

行防止の観点から、部活動が奨励されました。部活にエネルギーを注いでいれば悪さもしないだろう

というような、管理主義の観点です。スクールウォーズなどのテレビの影響もありました。 

民主主義⇒平等主義⇒管理主義という学校側の考えの中で、部活動はどんどん拡大していったとい

うことです。 
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３）部活動改革の動きは何度もあった 

拡大する部活動への対応は戦前からありました。野球が導入された明治・大正期、例えば早稲田と

慶応のベースボールの試合は、単なる野球の試合を越えて、学校間の優劣を競い合う場として拡大し

ていきます。野球部員は授業には出なくていいから次の試合に勝ってくれというように、学生スポー

ツとしてのあり方が、主に教育界から問題提

起されます。東京朝日新聞紙上で展開された

野球害毒論争です。その4年後に、系列の大

阪朝日新聞社がいまの高校野球を関西で始め

ます。「学生野球はこうあるべき」だと考え

たものを競技会として新聞社が企画したもの

です。しかしメディア主導の競技会はさらに

盛り上がり過熱化し、野球界だけではコント

ロールできないところまで行き着きます。当

時の文部省から出された野球統制令は、戦後

の学生野球憲章につながります。近年少しず

つ緩和されてきましたが、学生野球を取り巻

く様々な制約にはこのような背景がありました。 

戦後拡大する部活動をめぐっては、部活動の位置づけの議論の先に「必修クラブ」が置かれた時期

がありました。やりたい人が自由に加入する部活動とは異なるもので、学校現場では戸惑いが大きか

ったでしょう。部活動への参加で代替されたりしながら、それでも30年ぐらい、制度として続いてい

ました。1999年に廃止され、部活動が学習指導要領に一切記載事項がなくなりましたが、2009年から

「学校教育の一環として」行われるものとして部活動が説明されています。しかし教育課程外です。 

こういうのとはまた別の動きですが、1960年代の終わりから70年代にかけて、熊本県では部活動の

社会体育化が進められていました。いまと同じ話です。1966年ごろから教員手当問題が議論されはじ

め、県全体で社会体育科を進めたものですが、1970年の柔道事故問題で敗訴し、補償問題への対応が

課題となります。運動部活動を勤務時間

内に制限し、運動部活動のうち本来学校

教育活動以外で行われるものについては

新たな組織によって運営される必要があ

るとして社会体育へ移行しました。 

1978年に災害共済給付制度が改訂さ

れ、死亡見舞金が大幅に改善されます。

社会体育の保証制度より充実した災害給

付を受けるためには教員が指導する運動

部活動となる必要があったため、社会体

育化されつつあった運動部活動は再び学

校体育に戻りました※。 

このように何度も行き来しながら、似

たようなことをやってきたわけです。 

いまも部活動は教育課程外に位置づけ

られています（右図参照）。 

※部活動のこれまでの変遷等について（熊本市） 

https://www.city.kumamoto.jp/kiji00346183/5_46183_331397_up_GCHA08BD.pdf 

https://www.city.kumamoto.jp/kiji00346183/5_46183_331397_up_GCHA08BD.pdf
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近年の部活動改革をめぐる動

向を挙げておきます。2007年の

野球特待生問題。昔からあった

この問題が表面化し、いまでは

制度的に各校5名まで認められて

います。 

2009年頃からは柔道の死亡事

故問題がありました。武道の必

修化の中のできごとです。安

全・安心という観点で、学校教

育活動の見直しが為されまし

た。そして2012年末、バスケッ

トボール部における主将の自死

事件を機に、スポーツ界におけ

る「体罰」・暴力問題が大きく取

り上げられました。2013年にい

ろんな組織から指導のガイドラインが示されます。現場でどの程度本気度を持って取り組まれたのか

はわかりません。その検証も為されないまま、2016年には電通の女性の自死事件を機に「働き方改

革」の話が出てきます。教師の多忙化、その主たる要因は部活動だということで「ブラック部活」と

いう言葉が出て、運動部活動、文化部活動のガイドラインが示されます。そして新型コロナのパンデ

ミック。部活動がまったくできない時期があり、部活動改革が一気に進んだ感があります。 

このころ私は教員生活のほぼラストにあったわけですけど、部活ができなくなり、週末や放課後に

自由時間ができる。そうか、部活をやってない先生はこんなに時間があったんやということを改めて

感じたのがこの頃でした。 

こんなドタバタの中で、部活動の地域「移行」、いまは地域「展開」と呼んでいますが、部活動改革

は待ったなしということになっているわけです。 

先ほどから出ている全国高体連研究部には、私も活性化委員長として長らく関わってきましたが、

2023年1月に全体会で講演をさせていただきました。そのときのスライドからです。「部活動を学校の

中で完結させるのは無理」です。

本気で部活動改革に取り組もうと

いうようなメッセージです。先ほ

ど佐伯さんが20年前の発表時に指

摘されたコメントとは真逆です。 

それでも、部活動は大事にして

いきたい大事な学校文化です。担

い手の意識が重要です。自分の教

科のことだけでそれ以外は何もし

ない先生を「なにも先生」と私は

呼んでおりますが、「なにも先生

は、教育に誠実に向き合え！」

と。一方で、部活しかやろうとし

ない「部活先生は、全体を見

よ！」と。 
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去年の12月、スポーツ庁のホームペー

ジで中間取りまとめが示されました。そ

の中から一部引用させてもらいます。 

「地域移行」から「地域展開」への名

称変更については、「①学校内で運営さ

れてきた活動を広く地域に開き、地域全

体で支えていく」ということだけだと、

部活動のいい面も悪い面も地域に丸投げ

になってしまうんじゃなかろうかという

印象があり、「②新たな価値を創出し、

より豊かで幅広い活動を可能とする」も

のにしていくことが大事だろうというこ

とです。「地域展開」という言葉にはそ

ういう意味が込められているということ

です。日本部活動学会初代会長の長沼豊さんは、最初のころから「地域展開」という言葉にこだわっ

ておられましたが、ようやくその言葉がメインとなりました。 

地方ほど、より深刻な問題が見えてきます。「少子化」「高齢化」「過疎化」「人手不足」は深刻で

す。従来のままでは絶対無理です。地域社会のソーゾー（創造・想像）的な活性化のためにも、部活

動の地域展開を好機としたいと考えます。 

おそらく地域に固有の課題があるでしょう。だから答えも地域ごとにあるだろうなと考えます。 

 

２．改革の方向性＝「新たな価値」の創出－「文化としてのスポーツ」の観点から 

改革の方向性、すなわち「新たな価値」についてみておきたいと思います。と言っても私自身にと

っては「新たな」価値として再認識したわけでも何でもなく、大学・大学院でスポーツ社会学を学ぶ

中で、文化としてのスポーツの観点から「当たり前」のことなのですが、その視点からみてみると

「おかしいな」と思えることです。機会あるごとに話しさせてもらっていますが、改めて述べておき

たいと思います。 

  

 

スポーツは、非常に幅の広い文化です。「スポーツ」と言っていますが、芸術などの他の文化領域も

おそらく同じだろうと思います。はじめにあるのは遊びです。やりたい時にやって、やめたい時にや

められるのが遊びです。やっているうちにやめられない止まらない状態になる、それぐらい、プレイ
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している瞬間が楽しくて仕方ない状態を狭義のスポーツと呼んでいいでしょう。さらにやっているう

ちに、プレイした結果に第一の重きが置かれる段階、それは勝利だったり新記録達成だったり、コン

クールで表彰されたり、そういう結果に重きが置かれるようになってきます。本来の遊びから少しず

つ離れていくわけですね。やっていることは遊びですが、姿勢としては競技、Athleticと呼べるもので

す。このように、結果に第一の関心事を持ってやっている人のことをアスリートというわけです。こ

の段階ではやめたいときにやめられるなどと言っている場合ではありません。つらいけど、その先に

ある何かを求めて取り組む段階です。 

芸術の世界にあるかどうかわからないけど、スポーツの場合、それぞれが背負う看板、例えば民族

的なもの、宗教、国、要はスポーツという遊びが代理戦争のような形になっていく段階もその先にあ

り、それも含めてスポーツと言っています。 

部活の中には、プレイ志向から競技志向まで幅広い人たちが属しているわけです。これをチームワ

ークでくくろうとしても、それは無理です。チームというのはゲームを行う単位です。同レベル、同

ニーズ同士でプレイできるとよいでしょう。入れ込んでやっている人たちの対戦相手は、同じように

気合十分の人たちでやるべきです。そうじゃない人たちのチームがあっても全く構わないわけです

が、お楽しみチームはお楽しみチーム同士で楽しめればよいのです。 

大事なのは、違いを認めた上で、いろんな人が集まるクラブという概念です。日本ではチームワー

クの物語ばかりが強調されるけど、本当は多様な人たちが集い、互いをリスペクトし合うクラブワー

クが大事なのです。男子チーム、女子チーム、あるいは中学生チーム、高校生チーム、おっちゃんチ

ーム、おばちゃんチーム、あるいはバレーチーム、バスケチーム、サッカーチーム。このように考え

ると多世代型・多種目型の総合型クラブになっていくわけですね。 

試合に出る、大会に参加するチームだけでなく、クラブというものにもっと目を向ける必要があり

ます。クラブの集まったものがリーグ、あるいはアソシエーション（協会）です。協会や連盟は、チ

ームを集めて大会をするだけではありません。 

ここで言っていることは私が考えたことではなく、スポーツ社会学の基礎理論です。 

 
 

 

ではどこでクラブが育つのかというと、スポーツ空間論が有効です。実社会のイライラ空間からコ

ートの中のハラハラを楽しむ遊び空間に移動します。コートの中はチーム単位の活動が中心になるわ

けです。遊び空間の外側にはコートの外と呼べる空間があります。スポーツだったら更衣室やシャワ

ー室。着替えながらわくわくして、今日はこういうプレーをやったるで～思うわけです。終わった後

はシャワーを浴び、高校生だったら駄菓子屋へ。駄菓子屋は。今はコンビニかな。それから大人だっ

たら居酒屋で一杯やる、わいわいする空間。こういうところでコミュニケーションを楽しむのです。
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クラブ育成の鍵を握る場で、クラブハウスの機能です。 

もう一つ。スポーツは「する」ことが原点ですけど、自分の知り合いを応援したり、レベルの高い

プレーを見て楽しむこともあります。それらをささえることも楽しみとなり、それらを通して語るこ

と、スポーツを語る、スポーツで語ることも楽しみの一つです。このような多様な楽しみを受け入れ

るようなクラブ育成が求められています。 

これらを「日本的なスポーツ観：こ

れまでとこれから」に整理しました。 

チームからクラブへ。「選手」という

言葉をなんとなく使ってしまいがちで

すが、選ばれた人という意味ですよ

ね。だから「補欠」が生まれてしまう

のです。そうじゃなくて、ちゃんと遊

ぶ「プレーヤー」へ。補欠ゼロ、プレ

イ・スポーツ・競技、そして大会中心

ではなくて日常生活中心へ、負ければ

終わりのノックアウト方式のトーナメ

ントではなく、リーグ。 

このような考え方で、学校・企業か

ら地域へというのは必然です。 

高校生の体育の副読本のはじめのほうのページで私が担当しているところがあります。学校を生か

したクラブとして、愛知県半田市の成岩スポーツクラブを紹介しています。もう30年ほど前からやっ

ている取り組みですが、成岩中学校の部活動を週3回に限定し、もっとやりたい人は成岩スポーツクラ

ブの会員になって地域の人と一緒にやりましょうという取り組みです。この30年の間にいろんなこと

がありましたが、半田市のホームページを見ると、成岩以外にもいくつかのスポーツクラブが市内に

立ち上がっているようです。いまでは改めて部活動の地域展開の先進事例となっていると思います。 

静岡県掛川市も先進事例としてよく紹介されます。ロードマップによると2026年度には部活動を廃

止し、それに向けて先行的に、地域クラブでの水泳部活動や美術クラブなど、運動部だけでなくいろ

んなことを始めています。全国各地でこのような活動が展開されています。 

一方で熊本市では「地域移行しない」というふうな判断で、学校の中に部活動をちゃんと置いてお

くんだということが新聞でも取り上げられていました。熊本市立中学における新しい学校部活動の名

称募集をやっています。 

このように、地域ごとに結論が違って全くかまわわ

ないと思います。いずれにしても、青少年がやりたい

ことができる場を作り、それが地域の活性化につなが

ってくるようになればよいと思います。 

 

３．高校部活動で何ができるか 

－38年の“定点観測”と“実践” 

では高校部活動で何ができるかということで、38年

間の“定点観測”と“実践”についてお話しします。

これも別に高邁な理想を掲げて、こうしなければなら

ないという思いで導いたわけではなく、その時々に、現場だからいろんなことが起きるわけです。そ

れに正面から向き合って、時には教員というか大人同士のネットワークで、時には生徒といろいろ話

しながら、いろんなことに取り組んできた、結果的に“部活動改革”に取り組んできたというのをか
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いつまんで紹介します。 

念のため言っておきますが、かなり特殊な学校だと思います。恵まれた家庭の生徒が入学してくる

し、超進学校ですし、社会に出て活躍しようという“志”を持つ子がいっぱいいるかもしれません。

けどただの高校生です。だからいろんな悩みも抱えています。生徒指導案件も各種あります。 

そんな学校ですが、定点観測していると面白いことが見えてきます。 

ここでは3番目の話は置いといて、1番目と2番目の話を中心にします。 

 

１）チームだけでなく「クラブ」を育てる－学校運動部のクラブ化 

いま筑波大学附属高校蹴球部は右

図のようになっています。もともと

あったサッカー部が100周年を迎えた

部ですが、女子蹴球部、女子でボー

ル蹴りたい子たちも今年で25周年を

迎えました。主にフットサルをやっ

ています。フットサル部は、競技志

向ではやりたくないけど、ボールを

蹴るのが好きだという子たちが集ま

って、サッカー部の中にフットサル

の部門を作ってやっていたのがはじ

まりです。 

この図はさらに奥行きがありま

す。卒業後も引退なしで、年代ごと

にチームを作って、あるいは常設チ

ームは持たないでワンポイントで集まって遊んでいます。 

まずフットサル部門の話から。1998年のことです。当時は競技志向のサッカー部しかありませんで

した。もともと本校では部活動は週4回と決まっていましたが、そんなに強くもないけれど、一所懸命

やる集団でした。 

その中である部員が、2年生の夏前だったと思いますが、「僕はサッカー好きだけど、勝利を目指し

て競技志向でやるのは向いていない」と言うことで、その頃はやりだしたフットサルの同好会を作り

ますという動きをはじめました。うちの学校の同好会設立規定によると、そのスポーツの人数を集め

て、40日間の公開練習をし、認めてもらえたら同好会になれるということでした。彼は同じクラスの

仲間を5人集め、公開練習期間に入りました。少しずつ暑くなり始めた6月ごろからです。5人でできる

ことと言えば2対2とか3対2です。サッカー部が活動しているグラウンドの横でそういうのをやってい

ました。けど6月、7月とだんだん暑くなり、人数がどんどん減ってきます。しまいに1対1をやってい

るような感じでした。暑くて長続きしません。 

夏休み明けの職員会議でフットサル同好会承認の審議がありました。現場を見ていない多くの学校

の先生は賛成と言っているけど、僕はずっと見ていたので、これではダメです、組織的な活動になっ

ていないと意見して、この設立運動はボツになりました。 

ただ、「ニーズの違いを受け入れてほしい」という考え自体はごく自然なものです。彼の主張は「僕

はニーズの違いでサッカー部を飛び出して、フットサル同好会を作ろうとしたけど、そもそもサッカ

ー部はサッカーが好きな人の集まりですよね。ニーズが異なるだけの僕をもう一度入れてくれません

か」ということで、その話をサッカー部のミーティングに持ってきました。事前に私とも何度か相談

し、資料を用意したうえでのことです。 
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部員からはボロクソに言われます。「お前、サッカー部辞めたくせに、なに偉そうなこと言うてんね

ん」みたいな。大阪弁ではなかったけど、そんなことを言われていました。けどこのミーティングを

何度かやっているうちに、「ニーズが違うだけでサッ

カー好きなのは同じ」「1つのクラブの中に異なるニー

ズの部門があるのも面白い」となってフットサル部門

が生まれたんです。 

これはちょっと情けない話だけど、楽しみ志向のフ

ットサル部門ができた頃、競技志向のサッカー部員が

どんどん減り、2学年合わせて11人、ゴールキーパー

不在の時期を迎えます。前半と後半でキーパーが交代

する新戦術でゲームに臨むような状態です。 

ここでもミーティングを何度か開き、「曜日制部

員」を募集することになりました。「サッカー部はい

ま、部員12人で大変困っています。お願いします。少

しでも興味のある方見学だけでも構いません。お近く

の部員まで」なんていうポスターを貼って月曜部員を

募集し、何名かが加わりました。「シーズン制部員」

も募集しましたが、3年間しかない高校生活でシーズ

ンという概念が持てなかったようです。こちらはうま

くいかなかったですね。 

その翌年です。女子でボールを蹴りたい生徒が5名
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入部してきました。1年間頑張って続けると、1年後にまた5人入ってきて、5対5のフットサルができる

ようになりました。いまも結構な人数がいます。 

フットサル部門と女子部門ができて、サッカークラブ＝蹴球部は3部門体制になります。そしてクラ

ブ長を置いて「学校中のフットボールを盛り上げよう」ということをやりだしたのが、ちょうど2002

年FIFAワールドカップのころです。 

その前から校内フットサル大会の企画はやっていましたが、ワールドカップにからめたイベントに

したり、JFA公認の「KickTogether」に応募したり、しまいにはワールドカップの試合のパブリックビ

ューイングを校内で開催します。これはすごかったんです。物理実験室、普段は40人ぐらいで授業を

する教室ですけど、そこに200人の高校生が集まってみんなで盛り上がるというのを企画しました。 

たしか6月中旬の前期中間テスト最終日でした。試験が午前中に終わるから下校は3時半です。ちょ

うどその時刻が、1次リーグ最終試合の日本vsチュニジア戦のキックオフです。下校後ではあるけど、

どうしてもみんなで見たいんだと言って部員が生徒部に掛け合い、いろんな不備があって当時の生徒

部長からさんざん怒られまくりながらも何とか実現にこぎつけました。大変な思いをしたけど、部員

外も含め総勢200名が青いシャツを着て日本代表を応援するさまは見事でした。これをやりきった連中

がいま40代に差し掛かる頃で、いろんな分野で大活躍しています。このときにやりきったのが自信に

なっていると、卒業生で集まるときには必ず話題になります。 

 

広報誌も毎月発行していました。自分たちの大好きなサッカーやフットサル（フットボール）を盛

り上げ、学校中の仲間に自分たちの活動を知ってもらおうというものです。年2回の校内フットサル大

会は、全校生徒が楽しみにするイベントとなりました。昼休みにグラウンドにフットサルコートを4面

作り、男子16チーム、女子12チーム規模の大会です。教員チームも出場して一緒に遊び、大人げなく

優勝しちゃう（こともありました）。そんなことをやっていたのがこの時期です。 
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面白いことにはメディアも飛びつき

ます。朝日新聞東京版に校内フットサ

ル大会が取り上げられたこともありま

した。蹴球部員が徹底的に遊びを作り

上げていた時代ですね。何年も続いて

いたこのイベントは、ある時期から運

営能力が著しく低下し、コロナ禍もあ

ってできなくなってしまいました。あ

るのが当たり前で、運営を「やらされ

ている」感覚になったのでしょう。さ

さえることを遊び感覚で楽しむことが

できなかったのだと思います。 

 

フットサルに取り組む女子蹴球部

は、一所懸命練習するけど残念ながら

高校生女子のフットサルの公式大会は

ありません。大人の大会に高校生チー

ムが出場し、いつもぼろ負けで終わっ

ていました。初勝利の10-0の相手はガ

ッタスブリリャンチスエイチピー、モ

ーニング娘の芸能人チームですね。 

こういう状況だったのですが、同じ

ように大人の大会に出場してボロ負け

している高校生チームと仲良くなりま

す。都立文京高校とか二階堂高校な

ど、同世代の高校生チームに声をかけ

て、自分らの大会を作りました。これ

は今でも続いています。 

ただ放っておいてもこうはなりません。「やってみたら？」というのはこちらから声をかけますし、

どうすればできるかについてのアドバイスはします。とくに会場の確保は高校生には難しいですね。

我々もサポートしながらやっていたら、こういうのができるわけです。 

自分たちでアクションを起こした立ち上げのころのメンバーは、問題意識と当事者意識をしっかり

持っていいました。しかし長年やっているうちに、この大会があるのが当たり前になり、問題意識も

当事者意識も持たないまま、ただやらせてもらっている感覚に陥ります。生徒が何もしようとしな

い。卒業生がうまく受け継いでくれたので何とか続いていますが、少しでも油断するとすぐなくなっ

てしまいます。卒業生との連携は重要です。 

卒業生とはさまざまなかたちでつながっているのが本校の部活動の特徴と言えるでしょう。蹴球部

もしっかりした卒業生の組織があります。富山中部高校も、卒業生や保護者の組織がいろんな形でさ

さえてくれているのをお聞きしました。保護者会も大事ですよね。それも含めてクラブです。 

筑波大学附属高校蹴球部同窓会は桐窓サッカー倶楽部と言います。2004年の創部80周年のときには

シュート板を寄贈してくれました。また東日本大震災の時、3月末まで部活ができなかったのですが、

4月3日の再開時に卒業生に声をかけて「チャリティ・フットボール」をやりました。OBがたくさん集

まり、ただボールを蹴っているだけなんだけど、募金箱を置いて、ちょっといいことしたなという気

になることができました。 
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豊島区のNPOと連携して、被災地の中学生を都内に招待してサッカー交流をしたこともありまし

た。被災地の中学ではグラウンドに仮設住宅が建ったため広々としたところでのサッカーができなか

ったのですが、夏休みに来てもらって一緒にボールを蹴るということを何年か続けました。 

去年の11月、高体連の新人大会の写真です。本校は11人いますが、対戦相手は7人しかいません。こ

れで全員だそうです。顧問の先生に聞いてみたところ、この学校の野球部は1人しかいないそうです。

少子化はもちろんありますが、それだけではありません。学校の部活動の求心力が低下しているとい

う話を、都内の多くの学校で耳にします。 

男子のフットサルの公式大会、女子もU-18フットサルリーグができました。本校の体育館も会場に

なります。さっきも言ったとおり、各部門の活動は整備されました。しかしクラブとしての取り組み

は停滞、衰退、そしてさらにコロナ禍が追い打ちをかけるというのが近年の大きな出来事です。 

 

38年間の“定点観測”を続ける

中で、生徒の変化を感じます。こ

こ10年以上いつも言っていること

は右のスライドにあるとおりで

す。 

言われたことはきちんとやるし

素直なのですが、コミュニケーシ

ョンの質と量が大きく変わり、ソ

ーゾー力（想像力・創造力）の欠

如ははなはだしく、「決断」でき

ない。そして迷ったらやらない。

タイパ・コスパ重視で楽な方を選

択する。総じて“遊び”が下手。

これは生徒だけでなく教師もで

す。えらいこっちゃと強く感じて

いるところです。 

ただ、良い兆しもあって、コロナ明けぐらいに久しぶりに校内フットサル大会が再開しました。 

しばらく途絶えていたものを復活させるのは大変だったと思いますが、コロナ明けのころ、当時の

クラブ長たちが動いて再開しました。グランドではなくコート面1面だけなので参加チーム数は限られ

ますが、ギャラリーがいっぱい来て盛り上がっています。 

冒頭申し上げた蹴球部の100周年。式典だけでなく、別の日に人工芝のグラウンドを確保して、超OB

たちはサッカーをプレーします。彼らの高校時代から付き合いのある全国の学校に声をかけて、大勢

集まりました。やりたい人がやるのです。 

 

２）クラブが集まり「アソシエーション」を育てる 

 －近隣でリーグを組織し、地域で課題解決 

ここまでの話は、私が38年間務めた筑波大学附属高校蹴球部の話ですが、並行して、富山でもやっ

ている高校生年代のリーグ戦を、近隣の学校や地域クラブの指導者と相談して始めました。いまでは

それがJFAの方針となって全国各地にユースリーグが展開しています。 

リーグ戦が始まる前のユースサッカー環境は、年2回の全国大会と関東大会があり、その予選として

の競技会が、負ければ終わりのノックアウト方式で行われていました。すべて1回戦で負けると公式戦

は年3試合。しかも、皆が出られるわけでなく、1年生はたいてい補欠。上級生が「引退」と称してい

なくなったあとにようやく自分たちの出番になりますが、1年後には自分たちが「引退」しておしま
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い。だから実質1年間しかゲームができる環境

になかったわけです。 

それを、レベルやニーズに応じて、例えば

学校の1学期と2学期を使って似た者同士でリ

ーグ戦をやり、その間にサッカーフェスティ

バルやフットサル大会があり、オフシーズン

プレシーズンがはっきりするような環境を作

りましょうというのを想定して都内の文京区

と豊島区でリーグを立ち上げました。1996年

度のことです。 

「考えてみよう」のスライドにあることが

問題意識の根底にあります。「DUOリーグの

理念」を掲げ、理念に賛同するクラブがリー

グを構成するという前提でスタートしまし

た。試合数を増やすということだけではあり

ません。理念を実現するための仕組みづくり

です。理念を共有するための話し合いは、飲

み会を含めたくさん持ちました。理念に掲げ

た言葉は、いまもいろんなところで生きてい

ると思います。 

初年度は6クラブ・10チームで始まりまし

た。「都立小石川(2)」というのは、都立小石

川高校から2チーム出るということです。4月

から7月の週末にゲームをします。筑波大附

は1・2年生チームと3年生チームの2チーム編

成で、一番盛り上がったのは両者のダービー

マッチですね。高体連の大会には、「ナショ

ナルチームで出るぞ！」といって臨みまし

た。遊び心ある大人が、Face to Faceでああだ

こうだ言いながら作り上げました。 

生徒たちはDUOリーグが始まり、試合数が

増えてよかったと思っているでしょうが、こ

のような理念を掲げてやっていたということ

をどこまで理解していたかはわかりません。

ただ後期になって大会参加費を一チームにつ

き15,000円徴収することを伝えたとき、一部

の部員から「前期ただだったのになんで後期

からお金がかかるんですか。高体連はただな

のにDUOリーグは何でお金がかかるんですか」と疑問の声が上がり、ミーティングで説明しました。

高体連はタタではなくて学校からお金が出ていること、サッカーの試合を運営するのにこれだけお金

がかかるということ、この活動を長続きさせるためにも「ささえる」活動を評価してペイすることが

大事だということなどです。例えば審判をしてくれた人にはたとえ些少でも審判費を払う。受益者負

担の考えです。 

 部員は、理解はしたけど納得しません。けどこれを言ったら納得しました。1リーグ8チームだから7
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試合。1チームは大体15人。一人あたり1,000円です。「おまえらな、1,000円で7試合も楽しめるんや

ぞ。Jリーグ見に行ったら1試合なんぼや？ 2時間の映画見に行ったらなんぼかかる？ それに比べた

ら安いもんやろ」。納得した部員は小遣いから参加費を出していました。こういうことが大事ですね。 

  

 

資格を取得した高校生ができるだけ審判をするようにしていました。主審1,000円、副審500円です。 

優秀審判の表彰もあります。当たり前のことです。私はチェアマンを19年間やって次の人に引き継

ぎましたが、立ち上げ期にいろいろ考えて進めてきたことが必ずしも継承されていないのが残念なと

ころです。コロナ禍の影響もあるでしょう。遊び心ある大人が、Face to Faceでああだこうだ言いなが

ら作り上げるということが、失われているのが大きいと思います。 

DUOリーグのことも新聞等のメディアで取り上げてもらいました。また当時担当していたJFA指導者

養成講習会「スポーツ社会学」の授業の中でも、あるいはJFA機関誌での連載「ユース年代のサッカー

はいま」でも紹介し、全国に広げることに取り組んでいました。 

並行して、DUOリーグを都内全域に公認リーグとして整備することにも取り組んでいました。サッ

カー界の公認だけでなく教育界の公認もあるとよいということで、組織的に動きました。DUOリーグ

は文京区と豊島区限定でしたが、DUOリーグモデルのリーグが各地にできはじめ、それを東京都全域

に広げて整備しようというものです。 

 

  

 

 学校教育活動の範疇ではいろいろ壁があるので、地域のスポーツ活動として構想しました。だか

ら、単に学校の部活動が、試合機会を増やすために参入するというのでなく、熱心な顧問がいなくな
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っても長続きするクラブとして関わってもらうようなかたちを構想していました。「チームとクラブ」

の考え方などを、構想段階では伝えたつもりでした。けど、リーグが整備される大きな動きに取り残

されまいとする多くの指導者は、学校の部活動のまま参加しようとします。当初の構想から少しずつ

妥協せざるを得なかったというのもあります。 

2004年度から都内全域で3部構

造のリーグをスタートする総会

を2月に開きました。しかし3月

に突然の中止。運営上の課題は

ありましたが、それ以上に公教

育の壁です。リーグ戦に引率す

る教員はどういう身分で帯同す

るのか、学校のグラウンドをサ

ッカー部ばかりが使うことにな

らないか、生徒の過重負担にな

らないか、災害共済給付は受け

られるのかといったことです。

このあたりはクリアしたうえで

の開催なのですが、「サッカー部

からこういうのが上がってきた

んだけど、どう扱えばよいので

しょうか」と、都立高校の校長

から教育委員会への問い合わせ

があり、結果的に2004年度は中

止ということになってしまいま

した。 

富山県では問題なくできたん

ですよね。 

 

佐伯：その連絡を聞いて「東京

は大変ですね」って言ったのを

覚えています。富山では校長先

生たちに関心がなかったのでし

ょうか、何ともいい地域です。

2004年に富山では普通に開催で

きました。知らない、知られて

いないって本当にラッキーですね。東京は大変だなっていうのはありましたね。 

 

私はこの一件で東京都公認リーグのプロジェクトから外れることになりましたが、後輩たちがいろ

いろ動いてくれて、下から上まで全部つながりました。 

我々が想定していたU-18のトップリーグは9地域リーグまでですが、JFAはもっと張り切って、いま

では東日本と西日本でプレミアリーグをやっています。 

けどね、形は整ったけど、肝心の遊び心やゆとりが失われ、学校の先生ですべてやろうとすると回

らない現状があります。最初からわかっていたことなんです。 
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「DUOリーグのいま」のスライドは2007年ごろの話です。「上に合わせよう」「きちんとやろう」の

意識が強まり、“遊び心（スポーツマインド）”が失われてきたと感じるようになりました。 

そんなころ、「DUOリーグのトロフィーがない！」という間抜けな出来事がありました。これはかな

りおもしろい話なのですが、時間がないので詳しくは述べません。「トロフィーがない！プロジェク

ト」をアーティストの土谷さん、いまはNPOサロン2002の理事をしてもらっていますが、彼らアーテ

ィスト軍団と相談して「履けなくなったサッカーシューズでできた履けるトロフィー」を、DUOリー

ガー全員で作ったというプロジェクトです。「12年間使おう」「12年たったらまたつくろう」と言って

いましたが、いまの人たちはこういうことを考える余裕がありません。 

そろそろラストになってきます。 

 

  

 

DUOリーグを立ち上げ、いろいろやっていた頃、日本サッカー協会機関紙JFAnewsに「ユース年代の

サッカーはいま！」という連載を持つ機会がありました。約30年前の構想ですが、私はサッカーだけ

で盛り上がろうと思っていたわけではありません。いろんなスポーツでリーグ環境が整備されればよ

い。リーグ期間がシーズンなので、シーズンごとに取り組むスポーツを変えればいい。そうなれば、

例えばサッカータレントのA君は1年中サッカーができるし、普通のスポーツ好きのB君は、1学期はバ

スケ、2学期はサッカー、3学期はオフシーズンとプレシーズン。富山だったらスキーをする…。 

先ほども「選択肢」という話がありましたけど、リーグ構想を打ち出したころは、このようなゆと

りあるスポーツ環境を考えていました。けどどうしても競技団体マターになると、「年間を通してサッ
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カーができるように」となるわけです。 

 

リーグ(戦)は“組織”です。特定

の個人や業者に任せて「総当たり戦

を行う」ものではありません。ゲー

ムを楽しむ人たち自身で自分たちの

活動をささえる－自主運営と受益者

負担が原則です。ささえる活動を楽

しむマインドが根底にあります。 

リーグ戦は“生活”です。平日の

トレーニングと週末のゲームで1週間

の「サイクル」を形成しリーグ期間

が「シーズン」となります。ワンデ

ーマッチで「総当たり戦」を行うこ

とではありません。リーグ期間をど

こへ持っていくかは大きな課題で

す。地域ごとの事情もあるでしょう。いま橘さんが、富山県のU-18サッカーとフットサルの両方に関

わりながらこの問題に直面されていると思います。 

そしてリーグ戦は“遊び”です。自然に、ちゃんと、本気で、徹底的、定期的に遊ぶ仕組みがリー

グ戦です。言われたから「総当たり戦」を行うのではありません。やりたいから、やりたい人がやる

のです。 

 

ということで、スポーツはそもそ

も遊び。遊び心を取り戻せ。本気の

遊びが、人を育て、社会を育てると

いうことです。 

主にサッカーの話が中心になりま

したが、他のスポーツ、あるいは芸

術などの文化活動も含めて同じこと

が言えるのではないかと思います。 

部活動改革がきっかけにはなって

いますが、地域社会で青少年をいか

に育てるかということにもつながっ

てくると思います。 

 

＜ディスカッション②＞ 

佐伯：ありがとうございました。中塚さんからは、スポーツは遊びであるというところから、生徒主

体で遊び方を工夫して徹底的に遊ぶこと、高校生の部活動ならではのやり方だと思いました。いまの

話を聞いて、ご意見やご感想をどんどん出してもらえればいいかなと思います。 

 

土田：私は柔道を教えていますが、道場の壁にすごくたくさんの方の名前が、段位とともに掲げられ

ています。けどその方々のほとんどは道場に来たことがありません。一部だけです。 

そもそも高校の部活動って競技だけじゃないですか。大会に出る、勝たなきゃいけないという競技
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目的で練習を毎日していたけど、その先にある生涯スポーツ、生涯文化や生涯アートに関しては教育

されてないんじゃないか。先生方は「生涯にわたって大事だよ」とおっしゃってくださると思います

けど、子どもは次の試合のことしかない。この前は負けた。次の試合まで少ししかない。戦わないと

いけない。練習もあるし体力つけなきゃと。 

娘がいま中3で、先日全国大会予選があり、準優勝だったので全国大会には行けなかったんですけ

ど、それに向けて自分で計画を立ててよくやっていました。この試合に勝たなきゃもう自分ダメやと

いう感じで。競技だけです。高校行っても柔道をやるつもりですけど、「高校を卒業してもあなた柔道

するの」と聞いたら、「そこで終わり」って言うんです。「でもほら、趣味としてとか、下級生たちに

教えるとか、そういうことを考えてないの」と聞いたら、「ない。高校卒業したら自分の好きなことを

やる」って言うんです。「好きなことは柔道じゃないの」と言ったら、「いや、違う。いまは柔道部に

入ってるし小さい時からやっている。学生時代は柔道しかやることないから柔道をやるけど、そこか

ら先は自分のしたいことやるから柔道はやらない」って。 

私はいま50代で、40代から柔道を始めるまでは柔道は知らなかったんです。40代から始めてすごく

楽しいなと思っています。競技もやりましたけど、競技以外でも、柔道をやることによって同年代の

友達ができたり目標ができたり。健康のためにも柔道をずっと続けていけるようにがんばろうと、楽

しい中にもいろんな目標ができるんです。そういうものが高校生にはないんじゃないか。目先の試合

のためだけ。いまはやらなきゃいけないものだからやっているけど、学校を卒業したら解放してほし

い、もうこんなことやりたくないという人が多いように思います。 

私たちがいくら生涯スポーツと言っても、彼らの頭の中には目先のことしかないので、そこまで考

えられない。何で生涯を通してこんなきついことやらなきゃいけないのっていう考え方が多いと思い

ます。高校時代から生涯スポーツについての教育をもっとしていかなきゃいけないと思います。 

 

佐伯：引退みたいなものが作用してくる社会風習が日本には多いと思うんです。先ほど宮城島さんが

言われた、日本では一つのことに打ち込まなきゃいけないという感覚ですね。途中でやめますという

のはダメのように受け取られます。しかも学校教育の中だと、評価や、推薦するしないにまで影響す

る。土田さんの娘さんが柔道をやめた後、次のことに打ち込むのかはわかりませんけど、自分で思い

切ってシャットアウトして、次に何か他のことをするというのもありにしたいですね。そういうのも

遊び方の1つなのかもしれません。学校の中で引退はないんだということを教育できているかという

と、なかなかそういう雰囲気にはならない。テレビや新聞はそこを美学として取り上げるところがあ

ってどうなんだろうって思いますね。 

 

嶋崎：私は学校の部活動から競技志向のものを一切なくした方がいいと思っています。学校でやるス

ポーツは、あくまでもレクリエーションで週2～3回程度、みんなで楽しくやる。それも、1つの種目じ

ゃなくてシーズン制にするなりして複数の種目をやっていく。 

では競技をやりたい人はどこへ行けばいいのかというと、それが学外のクラブです。そういう志を

持った人たちが集まったところ、レベルの高いところでやった方がいいと思います。1時間半ぐらい学

校の中で楽しくやるのであれば、勝ち負けも関係ないのであれば、学校の先生たちも十分支えていけ

ると思うんです。それも1つの競技をやるわけじゃなければ、いろんな先生が関わりながら少しずつ面

倒を見ていけるはずです。いまの部活動の良さは、部活動を通して生徒と先生たちがうまく関係を持

っていくところにあると思います。まずは競技志向の活動を学校から排除していくことが最初なのか

なと考えています。 

ネックになるのは中体連という組織ではないでしょうか。いまのままの組織であるなら解体しても

らう。言い方は悪いですけど、考え方を変えてもらい、大会屋さんじゃない団体になっていただかな

いと難しいと思います。中学校はそれでいいと思います。 
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ただ高校は、一部私学において、私が勤めていた学校もそうでしたが、やっぱりスポーツをやるこ

とによって生徒を集めている学校もあります。私学については生徒が選べばいいわけです。高校では

ある程度、競技志向の部活動を残してもいいのかなと思いますが、少なくとも中学校、あるいは公立

学校では、競技志向の部活動はやめた方がいいというのが私の意見です。 

 

宮城島：いまの話で、国の考えがなんとなくわかる法改正があったのでそれを紹介しておきます。こ

れを材料に議論いただけたらと思います。チャットで送ります。 

（中学校の生徒が継続的にスポーツに親しむ機会の確保） 

第十七条の二 地方公共団体は、中学校の生徒の数の減少及びこれに伴う中学校の部活動の実施

に係る状況を踏まえ、中学校の生徒が継続的に多様なスポーツに親しむことができるよう、地域

の実情に応じて、学校、住民が主体的に運営するスポーツ団体（「地域スポーツクラブ」）その他

の団体との緊密な連携の下に、中学校の生徒が地域においてスポーツに親しむ機会を確保するた

めに必要な施策を講ずるよう努めなければならない。 

(中略) 

（高等学校の生徒のスポーツの推進） 

第十七条の三 国、地方公共団体及びスポーツ団体は、高等学校の生徒のスポーツが人格の形成

及びスポーツの普及のみならず、競技水準の向上の基盤の強化等においても重要な役割を果たす

ことに鑑み、相互に連携を図りながら、高等学校の生徒のスポーツの推進に必要な措置を講ずる

よう努めなければならない。 

 

6月にスポーツ基本法が改正され、17条の二と三が新たに追加されました。17条の二が中学校の話で

17条の三が高校の話になっています。中学と高校で文章がだいぶ違います。 

まず見出しを見ていただくと、中学校の方は、「中学校の生徒が継続的にスポーツに親しむ機会の確

保」となっており、どちらかというと生涯スポーツ的なことを進めましょうと言ってるのだと思いま

す。高校の方は「スポーツの推進」となっています。中身を見ていくと、中学の方は見出しの通り

で、「部活動の実施に係る状況を踏まえ、中学校の生徒が継続的に多様なスポーツに親しむことができ

るよう、地域の実情に応じて、学校、住民が主体的に運営するスポーツ団体（「地域スポーツクラ

ブ」）その他の団体との連携の下に、中学校の生徒が地域においてスポーツに親しむ機会を確保するた

めに必要な施策を講ずるよう努めなくてはならない」となっています。この主語は各自治体です。だ

から県とか市が講じるという内容になっています。 

中学校の部活動改革がどういう方向に進むかはこの文章でわかると思うんですけど、今日のテーマ

の高校の方がちょっと厄介なんです。「高等学校の生徒のスポーツが、人格の形成及びスポーツの普及

のみならず、競技水準の向上の基盤の強化等においても重要な役割を果たすことに鑑み、相互に連携

を図りながら、高等学校の生徒のスポーツの推進に必要な措置を講ずるよう努めなければならない」

となっています。国と自治体とスポーツ団体が連携を図りながら「スポーツの推進」というのだか

ら、生涯スポーツだけを言っているのでなく、競技力向上も含んで曖昧に書かれていると思います。 

ですので、この文脈だと学校の部活動で競技力の推進をやりなさいとまでは書いていないけど、そ

こは国が担うわけがないので、自治体、要は教育行政とスポーツ団体が連携しながら努めなきゃなら

ないよと読み取れます。高校においては生涯スポーツだけじゃなくて競技力向上にも関わるんだと言

っているような気がします。 

つい最近見たばかりで詳しい背景は知りませんが、ここまでご紹介をし、意見交換させてもらえれ

ばと思います。 
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佐伯：宮城島さんが言われた通り、高校の場合、公立や私学において環境の違いがあっていいんじゃ

ないかと。スポーツ基本法から見ても、曖昧というか積極的思考なのかよくわからないんですけど、

国や地方公共団体、スポーツ団体の取り組み方も多様でいいというか、高校生ぐらいからは体も出来

上がり、いろんな選択が可能になっていく。精神的にも可能になるというのもあるかもしれません。 

 

嶋崎：高校においても中学校においても、競技志向でないものに変えるのであれば「引退」はなくな

りますよね。引退なしで3年間ずっとやっていける。少子化で生徒が少ない中学校がたくさんありま

す。全校で百人いるかいないかぐらいの。それならば、地域の大人たちも卒業後、学生たちと一緒に

学校の施設を使ってスポーツをすればいいと思います。極端に言えば、小学生が来て一緒にやっても

いいかもしれないし大人も一緒にやってもいい。それなりに楽しく、みんなでスポーツができる場が

確保できる。子どもの数が減って、「やる生徒がいないんです」ということはなくなると思います。 

競技志向を脇によければ、いろいろな可能性が広がると考えます。だから、中学校は必ずそうすべ

きだと思います。高校は学校を選択できるので、いろんな学校があっていいと思うんです。競技志向

を排除した学校があれば、引退なしで地域の人も一緒になってやっていくことも可能だと考えます。 

 

長野：私の専門はスポーツではなく音楽なので、その立場から申し上げます。先ほどの中塚先生のス

ライドで、スポーツはそもそも遊びってありますが、日本語の遊びって、いまから千年ぐらい遡る

と、ほとんどは管絃の遊びなんです。管絃、雅楽。平安時代に出てくる文章で遊びと言ったらほとん

どはこういうことです。実際にどんなことをしていたのかは、音楽って録音技術がないと残りません

から何をしていたかわかりませんけど、日本人は本来、遊ぶという文化は音楽で遊ぶということが平

安時代、もしかするともっと前から、お酒の席で歌ったり、音楽に合わせて踊ったりして遊ぶという

ニュアンスでの遊びがあります。 

1000年以上前から日本人には音楽を使って遊ぶという概念があるんですけれども、いまの中学・高

校の部活動にそういうポリシーはあるのでしょうか。ここはおそらくスポーツと同じ問いかけになる

と思いました。 

 

佐伯：私も2ヶ月前に初めてアマチュアの音楽イベント、富山市役所にお勤めの方に合唱イベントに誘

われました。初めて聞いて、オーケストラというかハーモニーの調和は、サッカーの試合でのチーム

ワークと全く一緒だなと。より積極的に遊んでいるシーンに見えたというのがあって、招待してくだ

さった方に「スポーツと音楽は全く一緒ですね」と。facebookにも書かせていただきました。アマチ

ュアの大人の人たちがみんなで楽しそうに歌い、楽器を演奏するところは、サッカーの楽しいゲーム

中と全く一緒だなと思いました。 

 

長野：アスリート的なところがあっていいかもしれませんけど、「吹奏楽の遊び」とかがあってもいい

のかなと思いました。 

 

内田：まず中塚先生の今回の話の中で、チームとクラブの違い、お互いリスペクトするのがクラブワ

ークだというところが非常に勉強になりました。我々はいまクラブづくりをしています。中学校の話

になってしまいますけど、参考というか、現場のリアルな話を、問題提起も兼ねて共有させていただ

ければと思います。 

まず、新たな価値の創出と中塚先生がおっしゃったように、やっぱりここを地域とどうやって一緒

にやっていくか、地域クラブと学校の連携が非常に求められていると感じています。実際のところ地

域クラブの定義は全く決まっておりません。先ほど、部活はFUNで、地域クラブはプロに任せる方がい

いという話がありました。しかし地域クラブの中にも、みんなでスポーツを楽しもうというクラブと
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プロになろうというクラブの二つがあります。そうなると、新たな価値を創出するには人数が必要に

なってくるので、どうしてもみんなでやるFUNのクラブに結局なってしまうんです。私たちはいま、み

んなでやるFUNの方針で女子サッカーをしていますけど、野球をしている女の子やバドミントンの部活

の子たちが、部活のない日に我々の女子サッカークラブに参加されているんです。ここでの問題点

は、結局みんながやりたいのはゲームなんです。みんなで楽しくボールを使ってサッカーの練習をす

るよりも、最終的にはゲームをやって勝ち負けを決める。すると我々は、FUNを目指せばいいのか競技

性を求めるのがいいのか。ここが我々クラブ運営側のジレンマというか、方向性が決まっていないと

ころです。各学校のニーズをそれぞれ聞いて、地域に見合ったクラブを作っていけばいいのか。私た

ちがもっと学校側と連携していきたいと思っているところです。 

例えば富山中部高校の橘先生は、この地域ではプロを目指す生徒が多いのでプロの地域クラブを求

めるとか、何かニーズがあったりするのでしょうか。おそらく東京とは状況が全く違うと思うので。 

 

橘 ：プロかどうかで言えば、サッカーの事例になりますが、富山にはJ2のカター富山のユースチー

ムがあります。本校にもそこでサッカーをやっている子が1年生から3年生までで4人在籍しています。

彼らは学校の部活動ではなく、そちらの活動に参加しています。本校のサッカー部に入ってくる子た

ちには、基本的には競技志向であってほしいというのが部としての考え方ですが、そこに合わない子

たちは途中でドロップアウトしていくのが悩みです。中塚先生がおっしゃられる、FUNの子たちもいら

れるような空間や制度づくりをしたいなと思いつつ、全体が動くところの責任が教員にあるので。そ

こを作り出すための人手が足りない、認めてもらうためのバックグラウンドが足りないなと。遊んで

るくらいだったら、価値がないから勉強しようというふうに言ってしまうのかなと。 

先ほど宮城島さんが言ってくださった人格形成ということが、一所懸命やることで磨かれる人格形

成しか教育の中では認められていないところがあると思います。他の子と関わり協働していく中で育

まれる非認知的能力が、集団でいる中で磨かれていきます。そういうことに価値があるということ

を、指導者、顧問の側が理解していけば、「君たちはいまこういう力を伸ばしてるんだよ」というのを

しっかり指導できると思います。だからやめないで頑張って続けようと。どうしても辛いのであれば

違うところに行ってもいいんだよ、こちらとしては君のことをサポートするし尊重するよと言ってあ

げられるような顧問であることが大事だとは思っています。実際僕のところで、つらいのでやめます

という生徒が年に1人ずつは出ています。けど、やめても君はうちの高校の生徒だし、君が次に選択す

ることを応援するからね。ただし、やめてしまってやる気なく無気力で過ごしてるんだったら声かけ

るからねということを言っています。 

ただどちらかというと、やめていった子の多くが、どうしても無気力側になっていくのを見てきま

した。どうすればいいのか、そこは自分の中で蓄積中ですね。 

 

土田：私は東京で3年間生活していたことがあって、保護者が外部指導員にならなきゃいけない時があ

ったんです。子どもたちは講道館でずっと柔道をさせていて、私も柔道を講道館の女子部でやってい

ました。その時に先生から言われたのが、これからはお母さんが練習場所を探さないといけないよと

いうことです。その中学校だったらこの道場がありますと案内をしていただき、そこに問い合わせし

て出稽古に行かせてくださいというのを「お母さんが自由にやってください」と言われていました。

講道館に近い春日柔道クラブに所属して、そこでずっと練習や試合をしていましたが、中学校の大会

に出るときは学校の名前で出ていました。私がいろんなところに電話して出稽古に行かせてもらい、

いろんなところに行っていろんな人と出会って、時には中学だけじゃなくて高校にも行かせてもら

い、先生にお願いして練習させてもらっていました。東京にいた時は出稽古が自由にできたんです。 

それが富山に帰ってきてみると、出稽古に行ってきますと監督に言うと、「ちょっと待って」と言わ

れたんです。誰に許可とったんですか、相手校の先生の許可はとりましたかと。もちろん取ったんで
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すか、保険の関係上、あまり行ってほしくないのか、こういう場所があるんだからよそに行く必要な

いじゃないですかと言われました。東京にいたころは自由にできたことが、富山に帰ってくると監督

の意見が一番で、その人に行かせてくださいと言っても許可がもらえないと行かれない。東京と地方

ではそういう隔たりがあって、いろんな人との出会いの場がなくなるのはとても悲しいと思います。 

 

佐伯：橘さん、内田さん、土田さんの話を聞いて、中塚さんも言われた遊びということ、スポーツと

は何ぞやということが、選手にも指導者にも、親にも伝わっていないと思うんです。僕も雄峰高校定

時制の4月の授業で毎年、スポーツとは何かとか、体育とは違うのだという話をします。「そんな話、

小学校や中学校の指導者からは一度も聞いたことはありません」と、生徒たち全員が言います。スポ

ーツは遊びであり気晴らし。非日常空間に行くところなのだ。だからいま君が体育館に来たというこ

とは、普段のことは全部忘れて50分間遊びきって帰る場所だよと言っても、「いや、体育なんでしょ」

みたいな感じがあります。スポーツとは何かというのを聞いたことが一度もないというところをみん

なで改めて共通認識を持って進めていかないといけないですね。 

『スポーツマンシップを考える』でしたっけ。広瀬一郎さんが書いた本の中に、勝敗がつくゲーム

に負けていいものはない。ゲーム＝競技でも遊びでも何でもない、必死にやるだけですと。ババ抜き

やっていて、負けてあげるからババちょうだいと言われて勝ったって嬉しくないでしょうと。 

やっぱり必死になってやるのが、レクリエーションレベルであれ日本代表レベルであれ、ゲームと

なったら負けないように楽しむのがゲームです。遊びに競技性もレクリエーション性も本来ないのだ

ろうと思います。我々が区別するんじゃなくて、やっている本人がどう思っているかだけの話なの

で。ここは競技だ、ここはレクだという必要もなく、ゲームが始まったら負けないように楽しもうと

しか言いようがない。 

かつて日本のサッカーがブラジルにまったく勝てなかったのは、必死になって勝とうとする日本

と、サッカーの試合中に遊びの要素をたっぷり入れているブラジル人には絶対ゲームで勝てないとい

うのはなるほどなと思ったことがあります。スポーツって何かというのは、いろんなとこで広めてい

きたいなと思います。 

 

中塚：少し油断していると、これまでの考え方にすぐ戻ってしまいます。例えば38年間「引退なし」

を言い続けてきたけど、気がつくと生徒たちは「引退」という言葉を使っています。ただうちの女子

部はおもしろくて、「引退っていう言葉を使っちゃいけないみたいだ」となると、「隠居」という言葉

を探してきました。言葉遊びをしているのでいいなと思ってます。 

活動の一区切りはあっていいし、学校スポーツだったら代替わりがあっていいのですが、「引退」は

抹消したい概念ですね。 

それからいま佐伯さんが言われたことでいうと、勝敗に対する向き合い方ですよね。サッカーでも

じゃんけんでも、何でもそうだけど、勝負事には「絶対勝つ」というつもりで臨んで、ちゃんとやっ

てほしい。勝つときもあれば負けるときもある。それはただの遊び空間の中でのできごとなんだか

ら、日常には引きずらない。勝ったから偉いわけではないし、負けたかから人間性が否定されるわけ

でもない。「グッドルーザー」という言葉の意味すらわからない指導者が、残念ながらいっぱいいると

思うんです。負けるのは悪いことだみたいな。そうじゃないんです。これも引退なしと同じです。勝

ったり負けたりするんだから、それを素直に受け入れましょうということです。そういう文化という

か、教育なのかもしれないけど、いろんな場面でやっていかないといけないですね。 

別の側面ですが、特にいまどきの青少年をみていると、勝っているのに喜ばない、あるいはサッカ

ーやって遊んでるときに、あいまいなまま遊びが進められる姿が見られます。例えばコーンを2本立て

てゴールにして遊んでいる。その上の高いところをボールが通過したのはゴールなのかゴールでない

のか。点の取りっこの「ごっこ遊び」をしているのだから、点が入ったかどうかは一番大事なところ
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です。しかし、一方のチームは点が入ったと思い、もう一方のチームはいまの入ってないよと言いな

がら、結論を出さずに曖昧にゲームを続けてしまう。体育の授業でもよくあるケースです。ゲーム後

に何対何でどちらが勝ったのかを尋ねると、同じ遊びをしているのに点数が違うわけです。「どういう

遊び方してんねん?!」ということです。そんな遊び方はダメです。体育の授業でも「ちゃんと遊ぶ」

ことを学ばせないといけないし、そこには勝ち負けにこだわることは含まれます。だからといって、

結果を日常に引きずらないことももちろん大事。ゲームが終わったらノーサイドなんです。それとワ

ンセットになるということを言い続けないとダメだと思うんですね。 

勝利を求める主義がダメなんじゃなくて、勝利至上主義がダメなんです。 

 

石黒：中塚さんの話がすごいそうだなと思いました。競技志向かどうかは本来分離できないと思いま

す。究極に遊べるようになったら、たぶん勝つと思うんですよね。今日の話を聞いていて思ったの

は、指導者がスポーツとか競技とかに対してどういう意識でいるのかということが子どもたちに大き

く影響するということです。 

 

佐伯：体育の授業でもちょっとした遊び方の設定を変えて楽しむことができるはずです。大人が設定

しなきゃいけないかもしれないけど、中塚さんの高校のように、自分たちだけで相談して設定してい

くのも、高校生ぐらいならできるんだろうなと思います。 

静岡でもこのテーマは続きますよね。 

 

中塚：その話でいいですか。今日はそろそろお時間なので。次回は静岡市清水区の中学サッカーの話

が中心になっていくと思います。宮城島さんから次回の予告、今日の話の中でどの部分を引き取れそ

うなのかというところ、あとは今日のまとめというか感想をいただければと思います。 

 

宮城島：まとめは無理ですけど、有意義な時間をありがとうございました。大変参考になりました。 

特に中学と高校の部活動の対比は、連続もしているので非常に重要だなと思っていて、それが整理

されていくきっかけになったのは良かったと思います。 

次回の清水での会は中学の事例で、清水の取り組みを発表させていただきます。中塚先生にはまた

同じような内容で、前半部分をもう一回やっていただく方がいいかなと、聞きながら思いました。 

来月もぜひ清水にお越しいただき、ご参加いただけるとありがたいと思います。 

清水がサッカーどころになった理由は、小学生年代のサッカーの普及がベースになっています。最

初に始めたのは小学校の教員です。しかし組織的には最初から学校から外して社会体育でやりまし

た。施設は学校を使うんだけど、仕組みは学校を使わずに社会体育で最初から、昭和30年代からやり

だしたところが、サッカーどころにつながる根っこかなと思います。 

相対的にはもうサッカーどころとは言えなくなっているかもしれませんけど、そのあたりの歴史は

いまも連綿と流れている話になると思います。ぜひご参加いただき、意見交換できたらいいかなと思

います。よろしくお願いします。 

 

佐伯：実は定時制のサッカーの全国大会は、ずっと清水でやらせてもらっています。東京で泊まると

宿泊費は1泊12,000円から15,000円ぐらいに上がりましたが、清水の旅館組合は据え置きで、1万円か

からずに泊まらせてもらったりしています。本当にサッカーどころなんだというのを、定時制の子ど

もたちは実感して帰っています。定時制は男女一緒に、上手い下手も関係なく同じチームで出ている

のもあって、スポーツの原点を見ているというような気も、地域との一体感も含めて、しています。 

 

宮城島：実は昨年のその大会で、私は担当の課長をしていたので開会式でご挨拶をさせていただきま
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した。近所に住んでるもんですから、何試合か見に行かせてもらって、生涯スポーツ的な、みんな楽

しくかつ一所懸命やっているいい大会だと思います。 

 

佐伯：ぜひ今後とも清水で開催していただければと思いますので、よろしくお願いします。 

変な結びになってごめんなさい。ありがとうございました。 

今日ご参加いただきました嶋崎さん、長野さん、内田さん、ここにいらっしゃる土田さん、石黒さ

ん、本当に今日はありがとうございました。中塚さんとも話しましたが、これで終わるのでなく、こ

れを皮切りにこういう話し合いを継続して、いっしょに考える人を増やしましょう。国の施策にお任

せしていると、先ほどの話にあったように元に戻ってしまう可能性もあります。また改めて皆さんと

顔を合わせられたらと思います。 

今日はありがとうございました。 

以上 

（続きは近所の居酒屋で） 


